
仏
典『
温
室
経
』と
道
典『
洗
浴
経
』（
神
塚
）

は
じ
め
に

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
道
典
『
洗
浴
経
』（
敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身

心
経
』）
は
、
唐
代
初
期
、
仏
教
と
道
教
の
論
争
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
頃
に

撰
述
さ
れ
た
道
教
経
典
で
あ
り
、
仏
典
の
『
温
室
経
』（『
温
室
洗
浴
衆
僧

経
』）
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
、
道
士
李
栄
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
『
正
統
道
蔵
』
に
は
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
敦
煌
写
本
の

研
究
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
大
淵
忍
爾

氏
の
『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』『
敦
煌
道
経 

図
録
編
』
に
お
い
て
紹
介
が
な

さ
れ
、
そ
の
後
、
陳
祚
龍
氏
の
論
文
「
看
了
〈
報
恩
寺
開
温
室
浴
僧
記
〉
以

後
」
や
程
存
潔
氏
の
論
文
「
敦
煌
本
《
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
》」
に
よ
っ

て
主
要
な
問
題
点
に
つ
い
て
の
研
究
が
な
さ
れ
）
1
（
た
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
先
行

研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
点

に
も
目
を
向
け
、
仏
典
『
温
室
経
』
と
道
典
『
洗
浴
経
』
を
め
ぐ
る
問
題
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
た
い
。

一　
『
温
室
経
』
の
流
布
と
仏
道
論
争 

　
　
　

─
─
『
洗
浴
経
』
成
立
の
背
景
─
─

　

則
天
武
后
期
の
僧
玄
嶷
が
著
し
た
『
甄
正
論
』
巻
下
に
は
、
道
教
経
典
の

『
洗
浴
経
』
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
文

が
見
え
る
。

　
　
『
本
際
経
』
五
巻
の
ご
と
き
に
至
っ
て
は
、
隋
の
道
士
劉
進
喜
が
作

り
、
道
士
李
仲
卿
が
続
け
て
十
巻
に
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

仏
経
を
模
倣
し
て
写
し
取
り
、
ひ
そ
か
に
罪
福
の
考
え
方
を
盗
み
、
因

果
の
思
想
を
勝
手
に
構
築
し
て
、
仏
法
を
乱
し
て
い
る
。
唐
代
に
な
っ

て
か
ら
は
、
益
州
道
士
黎
興
と
澧
州
道
士
方
長
が
共
同
で
『
海
空
経
』

十
巻
を
作
っ
た
。
道
士
の
李
栄
は
又
、『
洗
浴
経
』
を
作
っ
て
『
温
室

経
』
に
相
い
対
す
る
も
の
と
し
、
道
士
の
劉
無
待
は
さ
ら
に
、『
大
献

経
』
を
作
っ
て
『
盂
蘭
盆
経
』
に
な
ぞ
ら
え
、
あ
わ
せ
て
『
九
幽
経
』

を
作
り
、
仏
教
の
罪
福
報
応
の
教
え
と
同
類
の
も
の
に
し
よ
う
と
し

た
。
そ
れ
以
外
の
大
部
で
は
な
い
経
典
に
至
っ
て
は
、
偽
造
の
も
の
は

数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。（
至
如
本
際
五
巻
、
乃
是
隋
道
士
劉
進

仏
典
『
温
室
経
』
と
道
典
『
洗
浴
経
』

神
　
塚
　
淑
　
子
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喜
造
、
道
士
李
仲
卿
続
成
十
巻
。
並
模
写
仏
経
、
潜
偸
罪
福
、
搆
架
因

果
、
参
乱
仏
法
。
自
唐
以
来
、
即
有
益
州
道
士
黎
興
、
澧
州
道
士
方

長
、
共
造
海
空
経
十
巻
。
道
士
李
栄
又
造
洗
浴
経
以
対
温
室
、
道
士
劉

無
待
又
造
大
献
経
以
擬
盂
蘭
盆
、
并
造
九
幽
経
将
類
罪
福
報
応
。
自
余

非
大
部
帙
、
偽
者
不
可
勝
計
）（
大
正
蔵
五
二
、
五
六
九
ｃ
）

　

こ
こ
で
は
、
隋
代
か
ら
唐
代
初
め
に
か
け
て
作
ら
れ
た
道
教
経
典
の
多
く

が
、
仏
典
を
模
倣
し
て
作
ら
れ
た
偽
造
の
経
典
で
あ
る
と
し
て
批
判
さ
れ
、

そ
の
具
体
的
な
経
典
名
と
し
て
、『
本
際
経
』『
海
空
経
』『
大
献
経
』『
九
幽

経
』
と
並
ん
で
『
洗
浴
経
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
『
甄
正
論
』
を
著
し
た
玄
嶷
に
つ
い
て
は
、『
宋
高
僧
伝
』
巻
十
七
に
伝
が

あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
玄
嶷
は
初
め
は
道
士
と
し
て
名
を
成
し
、
そ
の

後
、
仏
教
に
帰
依
し
た
人
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
道
教
経
典
や
道
教
内

部
の
事
情
に
も
詳
し
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
）
2
（

る
。

　
『
甄
正
論
』
で
は
、『
洗
浴
経
』
は
道
士
李
栄
が
仏
典
の
『
温
室
経
』
に
相

い
対
す
る
も
の
と
し
て
作
っ
た
と
し
て
い
る
。
李
栄
は
綿
州
巴
西
県
（
今
の

四
川
省
綿
陽
県
）
の
人
。
そ
の
才
能
を
認
め
ら
れ
て
高
宗
に
召
さ
れ
て
都
に

出
、
顕
慶
・
龍
朔
年
間
（
六
五
六
〜
六
六
三
）
に
長
安
・
洛
陽
の
宮
中
で
行

わ
れ
た
仏
道
二
教
論
争
の
場
で
、
道
教
側
の
論
客
と
し
て
弁
舌
を
ふ

る
っ
）
3
（

た
。
故
郷
に
お
い
て
は
詩
人
盧
照
鄰
ら
と
交
遊
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
）
4
（

る
。
号
は
任
真
子
。『
老
子
』
の
注
を
著
し
、
そ
の
注
は
、「
重
玄
の
道
を

明
ら
か
に
し
」
た
も
の
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
る
（
杜
光
庭
『
道
徳
真
経
広

聖
義
』
巻
五
）。
ま
た
、
ほ
か
に
『
西
昇
経
』
の
注
も
著
し
）
5
（

た
。

　

李
栄
が
仏
典
の
『
温
室
経
』
に
相
い
対
す
る
も
の
と
し
て
『
洗
浴
経
』
を

作
っ
た
背
景
を
探
ろ
う
と
す
る
時
、
ま
ず
は
、
李
栄
自
身
が
そ
の
真
っ
直
中

に
身
を
置
い
た
仏
道
論
争
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

高
宗
の
顕
慶
・
龍
朔
年
間
に
宮
中
で
行
わ
れ
た
仏
道
論
争
に
つ
い
て
は
、

『
集
古
今
仏
道
論
衡
』
巻
丁
（
大
正
蔵
五
二
、
三
八
七
ｂ
〜
三
九
五
ｂ
）
に

詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
李
栄
が
論
者
と
な
っ
た
の
は
五
回
で
あ

る
。
論
争
が
行
わ
れ
た
年
月
と
論
争
相
手
、
論
争
の
テ
ー
マ
を
要
約
し
て
お

こ
う
。

　

1
．
顕
慶
三
年
（
六
五
八
）
四
月
。
李
栄
は
「
道
生
万
物
義
」
を
立
て

て
、
大
慈
恩
寺
の
僧
慧
立
と
論
争
。
テ
ー
マ
は
「
道
は
有
知
か
無
知

か
」
と
い
う
問
題
（
三
八
七
ｃ
〜
三
八
八
ｃ
）。

　

2
．
顕
慶
）
6
（
三
年
六
月
十
二
日
。
李
栄
は
「
六
洞
義
」
を
立
て
て
、
僧
慧
立

と
論
争
。
テ
ー
マ
は
、
老
子
は
「
六
洞
」（
仏
教
の
六
通
を
擬
し
た
も

の
）
を
得
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
（
三
八
八
ｃ
〜
三
八
九
ｃ
）。

　

3
．
顕
慶
三
年
十
一
月
。
李
栄
は
「
本
際
義
」
を
立
て
て
、
大
慈
恩
寺
の

沙
門
義
褒
と
論
争
。
テ
ー
マ
は
、「
道
が
際
に
本
づ
く
の
か
、
際
が
道

に
本
づ
く
の
か
」
と
い
う
問
題
（
三
八
九
ｃ
〜
三
九
一
ａ
）。

　

4
．
顕
慶
五
年
（
六
六
○
）
八
月
十
八
日
。「
老
子
化
胡
経
」
を
め
ぐ
っ

て
、
洛
陽
の
僧
静
泰
と
論
争
（
三
九
一
ｂ
〜
三
九
三
ａ
）。「
老
子
化
胡

経
」
を
発
端
と
し
て
、
広
く
道
教
経
典
と
漢
訳
仏
典
に
つ
い
て
論
議
。

　

5
．
龍
朔
三
年
（
六
六
三
）
六
月
十
二
日
。「
昇
玄
経
」
を
め
ぐ
っ
て
、

僧
霊
辯
と
論
争
。
テ
ー
マ
は
「
道
は
言
象
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
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と
が
で
き
る
か
否
か
」
と
い
う
問
題
（
三
九
三
ｃ
〜
三
九
四
ｃ
）。

　

以
上
の
五
回
の
論
争
は
、
高
宗
の
勅
命
を
受
け
て
宮
中
で
行
わ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
初
め
は
も
っ
と
も
ら
し
い
議
論
を
し
て
い

て
も
、
途
中
か
ら
は
言
葉
尻
を
捉
え
て
口
汚
く
罵
り
合
い
、
論
争
と
は
名
ば

か
り
の
、
泥
仕
合
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
李
栄
は
自
ら
「
道
門
の
英
秀
」

と
称
し
（
三
九
四
ｃ
）、
仏
教
側
か
ら
も
「
老
宗
の
魁
首
」（
三
九
二
ｃ
）
と

評
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
論
争
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
が

仏
教
側
の
資
料
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
李
栄
は
い
つ
も
相
手
に
さ
ん
ざ

ん
に
言
い
負
か
さ
れ
て
敗
退
し
て
い
る
。
特
に
、
顕
慶
五
年
八
月
の
論
争
の

あ
と
は
、
静
泰
と
の
論
争
で
太
刀
打
ち
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
高
宗
に
責
め

ら
れ
、
一
旦
は
郷
里
の
梓
州
に
放
還
さ
れ
た
と
あ
る
。

　

高
宗
期
の
仏
道
論
争
は
、
仏
教
と
道
教
が
正
面
か
ら
教
理
論
争
を
展
開
す

る
と
い
う
よ
り
は
、
儀
式
的
な
側
面
が
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
顕
慶
三
年

六
月
の
論
争
の
時
、
高
宗
は
、「
仏
道
二
教
は
、
同
じ
く
一
善
に
帰
す
。

…
…
師
等
、
誠
を
碧
落
に
栖
ま
せ
、
学
は
古
今
を
照
ら
す
。
…
…
共
に
名
理

を
談
じ
て
以
て
相
い
啓
沃
す
べ
し
（
仏
道
二
教
、
同
帰
一
善
。
…
…
師
等
栖

誠
碧
落
、
学
照
古
今
。
…
…
可
共
談
名
理
以
相
啓
沃
）」（
三
八
九
ａ
）
と
述

べ
た
と
い
う
。
こ
の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
仏
教
と
道
教
は
「
同
帰
」
で
あ

る
と
の
大
前
提
が
初
め
に
あ
っ
て
、
そ
の
前
提
の
も
と
で
、
帝
の
面
前
に
お

い
て
名
理
を
談
論
し
、
両
者
が
互
い
に
啓
発
し
合
う
よ
う
に
と
い
う
目
的
で

行
わ
れ
た
の
が
、
こ
の
時
期
の
仏
道
論
争
で
あ
っ
）
7
（

た
。
実
際
に
、
こ
の
時
の

論
争
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
新
し
い
教
理
を
織
り
込
ん
だ
道
教
経
典
が
作

ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
上
述
の
玄
嶷
『
甄
正
論
』
に
記
さ
れ
て
い
る
益
州

道
士
黎
興
と
澧
州
道
士
方
長
に
よ
る
『
海
空
経
』
は
、
顕
慶
三
年
四
月
の
論

争
の
時
、
仏
教
の
三
性
説
を
知
ら
な
か
っ
た
道
教
側
が
、
高
宗
か
ら
「
道
士

ら
何
ぞ
仏
経
を
学
ば
ざ
る
や
」（
三
八
八
ｃ
）
と
の
勅
語
を
受
け
て
作
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
）
8
（

る
。

　

李
栄
が
『
洗
浴
経
』
を
作
成
し
た
の
は
、
高
宗
の
顕
慶
・
龍
朔
年
間
の
仏

道
論
争
よ
り
も
前
で
あ
っ
た
の
か
、
後
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の

最
中
で
あ
っ
た
の
か
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
い

ず
れ
に
し
て
も
、
李
栄
の
『
洗
浴
経
』
は
、
仏
道
論
争
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ

の
時
期
の
宗
教
的
・
思
想
的
状
況
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
李
栄
が
『
洗
浴
経
』
を
作
る
時
に
、
相
い
対
す
る
も
の
と
し
て
意

識
し
た
仏
典
『
温
室
経
』
の
こ
と
を
見
て
お
き
た
い
。『
温
室
経
』
は
、
大

正
蔵
の
第
十
六
巻
（
八
○
二
ｃ
〜
八
○
三
ｃ
）
に
『
仏
説
温
室
洗
浴
衆
僧

経
』（
後
漢
安
息
三
蔵
安
世
高
訳
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
）
9
（
る
。
字
数
は
約

一
千
三
百
字
、
大
正
蔵
で
一
頁
余
り
の
ご
く
小
さ
な
経
典
で
、
そ
の
内
容
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　

仏
が
摩
竭
国
に
お
ら
れ
た
時
、
王
舎
城
内
に
大
長
者
の
耆
域
が
い
た
。

耆
域
は
奈
女
の
子
で
、
衆
人
の
病
気
を
治
し
、
大
医
王
と
呼
ば
れ
て
尊

崇
さ
れ
て
い
た
。
あ
る
時
、
耆
域
は
仏
の
所
へ
行
き
、「
今
、
仏
及
び

諸
々
の
衆
僧
・
菩
薩
大
士
に
、
温
室
に
入
り
て
澡
浴
せ
ん
こ
と
を
請
わ

ん
と
欲
す
。
願
わ
く
は
衆
生
を
し
て
長
夜
清
浄
に
し
て
、
穢
垢
消
除
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し
、
衆
患
に
遭
わ
ざ
ら
し
め
よ
」
と
申
し
出
る
。
仏
は
、
そ
れ
に
対

し
、
衆
僧
を
澡
浴
す
る
こ
と
に
は
無
量
の
福
が
あ
る
と
言
っ
て
、
耆
域

を
褒
め
た
た
え
る
。
そ
し
て
、「
澡
浴
の
法
」
と
し
て
、「
七
物
」
を
用

い
て
「
七
病
を
除
去
」
す
れ
ば
「
七
福
報
」
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
説

く
。
さ
ら
に
仏
は
、
衆
僧
を
洗
浴
し
て
供
養
す
る
こ
と
の
因
縁
に
よ
っ

て
、
人
臣
・
帝
王
・
日
月
四
天
神
王
・
帝
釈
転
輪
聖
王
・
梵
天
・
菩
薩

な
ど
、
ど
の
よ
う
な
状
態
に
生
ま
れ
て
も
身
体
は
清
浄
で
あ
り
、
最
終

的
に
は
仏
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
、
以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
た

偈
を
説
く
。
偈
を
説
い
た
あ
と
、
仏
は
、
三
界
の
衆
生
の
福
徳
が
異
な

る
の
は
、
先
世
に
お
け
る
「
心
の
用
い
方
」
が
等
し
く
な
い
か
ら
だ
と

言
い
、
聖
衆
を
洗
浴
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
述
べ
る
。
最
後
に
、
仏
は

阿
難
に
対
し
て
、
こ
の
経
を
『
温
室
洗
浴
衆
僧
経
』
と
名
付
け
る
こ

と
、「
清
浄
の
福
」
を
求
め
る
者
は
こ
れ
を
奉
行
す
べ
き
で
あ
る
こ
と

を
告
げ
て
、
教
え
を
終
え
る
。

　

以
上
が
『
仏
説
温
室
洗
浴
衆
僧
経
』
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
衆
僧
を
温
室

（
浴
室
、
浴
堂
）
で
洗
浴
（
澡
浴
、
沐
浴
）
す
る
と
い
う
功
徳
が
い
か
に
大

き
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
仏
が
耆
域
に
対
し
て
説
い
た
と
い
う

内
容
で
あ
り
、
そ
の
洗
浴
の
方
法
が
具
体
的
な
事
物
の
名
を
挙
げ
て
説
か
れ

て
い
る
。

　
「
澡
浴
の
法
」
と
し
て
出
て
く
る
「
七
物
」「
除
去
七
病
」「
七
福
報
」
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
つ
の
事
物
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、「
七
物
」
の

う
ち
の
ど
れ
が
「
除
去
七
病
」「
七
福
報
」
の
う
ち
の
ど
れ
に
対
応
す
る
か

に
つ
い
て
は
、
経
文
だ
け
で
は
わ
か
り
に
く
い
点
も
あ
る
。『
温
室
経
』
の

注
釈
書
と
し
て
、
浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
〜
五
九
二
）
の
『
温
室
経
義
記
』

（
大
正
蔵
三
九
、
五
一
二
ｃ
〜
五
一
六
ｂ
）
と
慧
浄
（
五
七
八
〜
六
四
五
）

の
『
温
室
経
疏
』（
敦
煌
写
本
ス
タ
イ
ン
二
四
九
七
。
大
正
蔵
八
五
、
五
三

六
ｃ
〜
五
四
○
ａ
）
が
あ
り
、
こ
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
両
者
同
じ
解

釈
を
し
て
い
る
。『
温
室
経
義
記
』
と
『
温
室
経
疏
』
の
説
に
依
っ
て
、
そ

の
対
応
関
係
を
表
に
し
て
示
し
て
お
こ
う
。（
表
１
。
数
字
は
そ
れ
ぞ
れ
の

項
目
の
中
の
順
序
を
表
す
。
た
と
え
ば
、「
七
物
」
の
第
一
の
「
然
火
」

は
、「
除
去
七
病
」
の
第
四
の
「
除
寒
氷
」
と
い
う
効
能
が
あ
り
、「
七
福

報
」
の
第
一
の
「
四
大
無
病
、
所
生
常
安
、
勇
武
丁
健
、
衆
所
敬
仰
」
と
い

う
果
報
が
得
ら
れ
る
）

表
1

「
七
物
」

「
除
去
七
病
」

「
七
福
報
」

１
然
火

４
除
寒
氷

１
四
大
無
病
、所
生
常
安
、勇
武
丁
健
、衆
所
敬
仰

２
浄
水

７
身
体
軽
便
、眼
目
精
明

２
所
生
清
浄
、面
目
端
正
、塵
水
不
著
、為
人
所
敬

３
澡
豆

６
除
垢
穢

３
身
体
常
光
、衣
服
潔
浄
、見
者
歓
喜
、莫
不
恭
敬

４
蘇
膏

３
除
湿
痺

４
肌
体
濡
沢
、威
光
徳
大
、莫
不
敬
嘆
、独
歩
無
双

５
淳
灰

２
除
風
病

５
多
饒
人
従
、払
拭
塵
垢
、自
然
受
福
、常
識
宿
命

６
楊
枝

５
除
熱
気

６
口
歯
香
好
、方
白
斉
平
、所
説
教
令
、莫
不
粛
用

７
内
衣

１
四
大
安
隠

７
所
生
之
処
、自
然
衣
裳
、光
飾
珍
宝
、見
者
悚
息

　
『
温
室
経
』
は
小
さ
な
経
典
で
あ
る
が
、
衆
僧
を
洗
浴
す
る
こ
と
（「
洗
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僧
」）
の
功
徳
を
簡
明
に
説
い
た
も
の
と
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
重
視
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
浄
影
寺
慧
遠
や
慧
浄
と
い
っ
た
有
力
な
仏
教
者
が
注
釈

を
つ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
六
朝
隋
唐
時
代
に
お
け
る
こ
の
経
典
の
重
要

度
が
う
か
が
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
慧
浄
は
『
温
室
経
』
の
ほ
か
に
も
、『
法

華
経
』『
勝
鬘
経
』
な
ど
多
く
の
仏
典
に
注
釈
を
つ
け
て
い
る
。『
続
高
僧

伝
』
巻
三
「
釈
慧
浄
伝
」
に
、「
又　

法
華
経
纘
述
十
巻
を
撰
し
、
勝
鬘
・

仁
王
・
般
若
・
温
室
・
盂
蘭
盆
・
上
下
生
、
各
々
要
纘
を
出
し
、
盛
ん
に
世

に
行
わ
る
。
並
び
に
文
義
綺
密
に
し
て
、
高
彦　

之
を
推
す
」（
大
正
蔵
五

○
、
四
四
三
ａ
）
と
あ
り
、
そ
れ
ら
が
当
時
、
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
温
室
経
』
が
重
視
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
経
典
に
説
か
れ
る
こ
と
が
、
僧

を
洗
浴
し
た
り
、
そ
の
た
め
の
温
室
を
作
る
な
ど
、
具
体
的
な
実
践
を
伴
っ

て
い
た
こ
と
と
も
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
六
朝
隋
唐
時
代
に
お
け
る

「
洗
僧
」
や
浴
室
造
営
の
具
体
的
な
事
例
に
つ
い
て
は
、
陳
祚
龍
氏
の
論
文

に
紹
介
が
あ
）
10
（
る
。

　

今
こ
こ
で
は
、『
洗
浴
経
』
が
書
か
れ
た
唐
代
初
め
（
七
世
紀
中
頃
）
の

時
期
に
注
目
し
て
、「
洗
僧
」
に
関
す
る
事
例
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま

ず
、『
続
高
僧
伝
』
に
は
、
釈
慧
満
（
五
八
九
〜
六
四
二
）、
あ
る
い
は
釈
宝

襲
の
弟
子
の
明
洪
が
、
熱
心
に
「
洗
僧
」
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
記
す
次
の

よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

　
　

釈
慧
満
、
姓
は
梁
氏
、
雍
州
長
安
の
人
で
あ
る
。
…
…
常
に
広
く
人
々

を
済
度
す
る
こ
と
を
考
え
、
人
々
を
集
め
て
講
説
し
た
。
…
…
ま
た
、

安
養
国
に
往
生
し
た
い
と
願
い
、
僧
を
洗
浴
す
る
こ
と
を
自
分
の
仕
事

と
し
、
安
公
の
香
し
い
行
い
に
学
ぼ
う
と
し
た
。（
釈
慧
満
、
姓
梁

氏
、
雍
州
長
安
人
也
。
…
…
常
安
弘
済
、
集
徒
講
説
。
…
…
又
願
生
安

養
、
浴
僧
為
業
、
学
安
公
之
芳
緒
也
）（『
続
高
僧
伝
』
巻
二
二
。
大
正

蔵
五
○
、
六
一
八
ｃ
）

　
　

釈
宝
襲
は
貝
州
の
人
で
あ
る
。
…
…
武
徳
末
年
に
所
住
の
寺
で
亡
く

な
っ
た
。
春
秋
八
十
で
あ
っ
た
。
弟
子
の
曇
恭
と
明
洪
は
、
と
も
に
大

論
に
優
れ
て
い
た
。
…
…
洪
も
亦
た
当
時
に
お
い
て
人
望
が
あ
り
、
師

の
仕
事
を
継
承
し
、
召
さ
れ
て
普
光
寺
に
入
っ
た
。
時
に
ま
た
、
仏
法

を
弘
め
よ
う
と
し
て
専
ら
洗
浴
の
供
養
を
営
ん
だ
。
毎
月
二
回
、
僧
を

洗
浴
し
、
安
公
の
事
跡
を
継
承
し
、
弥
勒
に
帰
依
し
た
と
い
う
。（
釈

宝
襲
、
貝
州
人
。
…
…
武
徳
末
年
、
卒
於
住
寺
。
春
秋
八
十
矣
。
有
弟

子
曇
恭
・
明
洪
、
皆
善
大
論
。
…
…
洪
亦
以
栄
望
当
時
、
紹
宗
師
業
、

召
入
普
光
。
時
復
弘
法
而
専
営
浴
供
。
月
再
洗
僧
、
係
踵
安
公
、
帰
心

慈
氏
云
）（『
続
高
僧
伝
』
巻
一
二
。
大
正
蔵
五
○
、
五
二
○
ｂ
）

　
　
　

こ
れ
ら
の
伝
の
中
に
、「
安
公
の
芳
緒
を
学
ぶ
」「
踵
を
安
公
に
係つ

ぐ
」
と
、「
安
公
」
の
名
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
は
道
安
（
三
一
二
〜

三
八
五
）
の
伝
記
を
ふ
ま
え
て
い
る
。『
高
僧
伝
』
巻
五
「
釈
道
安

伝
」
に
よ
れ
ば
、
道
安
の
亡
く
な
る
十
日
ほ
ど
前
に
異
形
の
僧
が
現

れ
、「
聖
僧
を
洗
浴
す
れ
ば
解
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
道
安
に

言
っ
て
、
そ
の
「
浴
法
」
を
教
え
た
。
道
安
は
そ
の
と
お
り
の
こ
と
を

行
っ
た
と
い
）
11
（

う
。
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ま
た
、
唐
の
長
安
西
明
寺
の
僧
、
道
世
が
顕
慶
年
間
（
六
五
六
〜
六
六

○
）
に
編
纂
し
た
『
諸
経
要
集
』
と
、
同
じ
く
道
世
が
『
諸
経
要
集
』
を
大

幅
に
増
補
改
訂
し
て
、
総
章
元
年
（
六
六
八
）
に
編
纂
し
た
『
法
苑
珠
林
』

も
、
唐
代
初
期
の
「
洗
僧
」
の
こ
と
を
知
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
、
李
栄
が
『
洗
浴
経
』
を
作
っ
た
の
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
に
成
立
し
た
も

の
と
言
え
る
。『
諸
経
要
集
』
の
巻
八
「
興
福
部
第
十
五
」
に
は
「
洗
僧
部

第
五
」
が
設
け
ら
れ
（
大
正
蔵
五
四
、
七
七
ａ
〜
七
八
ａ
）、『
法
苑
珠
林
』

の
巻
三
十
三
「
興
福
篇
第
二
十
七
」
に
も
「
洗
僧
部
第
八
」
が
設
け
ら
れ
て

お
り
（
大
正
蔵
五
三
、
五
四
三
ａ
〜
五
四
五
ａ
）、
そ
こ
に
は
、『
譬
喩
経
』

『
摩
訶
刹
頭
経
（
灌
仏
形
像
経
）』『
温
室
経
』『
十
誦
律
』『
賢
愚
経
』『
雑
譬

喩
経
』『
福
田
経
』『
増
一
阿
含
経
』『
僧
祇
律
』
の
諸
文
献
か
ら
、「
洗
僧
」

に
関
す
る
文
が
断
片
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
（『
諸
経
要
集
』
と
『
法
苑
珠

林
』、
ど
ち
ら
も
同
じ
）。
そ
の
中
で
注
目
し
た
い
の
は
、『
譬
喩
経
』
か
ら

の
引
用
文
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

譬
喩
経
に
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「
仏
は
臘
月
八
日
に
神
通
力

で
六
師
外
道
を
降
伏
さ
せ
た
。
六
師
は
敗
れ
、
水
に
身
を
投
じ
て
死
ん

だ
。
仏
は
そ
こ
で
広
く
説
法
し
、
諸
々
の
外
道
を
済
度
し
た
。
外
道
た

ち
は
仏
の
教
化
に
伏
し
、
仏
に
申
し
上
げ
た
。『
仏
は
法
の
水
で
私
ど

も
の
心
の
穢
れ
を
洗
い
落
と
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
ど
も
は
今
、

僧
に
沐
浴
し
て
身
の
穢
れ
を
除
い
て
い
た
だ
き
た
く
、
そ
れ
を
常
縁
と

し
た
い
と
思
い
ま
す
』」〔
注
：
今
、
臘
月
八
日
に
僧
を
洗
浴
す
る
の

は
、
た
だ
こ
の
経
文
だ
け
に
出
て
い
）
12
（

る
〕（
如
譬
喩
経
云
、
仏
以
臘
月

八
日
、
神
通
降
伏
六
師
。
六
師
不
如
、
投
水
而
死
。
仍
広
説
法
、
度
諸

外
道
。
外
道
伏
化
、
白
仏
言
；
仏
以
法
水
、
洗
我
心
垢
。
我
今
請
僧
洗

浴
、
以
除
身
穢
、
仍
）
13
（

為
常
縁
也
。〔
注
：
今
臘
月
八
日
洗
僧
、
唯
出
此

経
文
〕）（
大
正
蔵
五
三
、
五
四
三
ａ
。
同
五
四
、
七
七
ａ
）

　

こ
の
引
用
文
は
、
現
在
、
大
正
蔵
に
収
め
る
譬
喩
経
類
に
は
見
え
な
い
。

最
後
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
注
か
ら
、
道
世
が
生
き
て
い
た
頃
に
は
、
臘
月

（
十
二
月
）
八
日
に
「
洗
僧
」
を
行
う
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
稿
第
三
章
に
述
べ
る
よ
う
に
、
道
典
『
洗
浴
経
』

と
の
関
連
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
。

　
『
諸
経
要
集
』
は
諸
文
献
の
引
用
だ
け
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

『
法
苑
珠
林
』
の
方
は
、
そ
の
あ
と
に
、「
述
曰
」
と
し
て
、
道
世
自
身
が
書

い
た
長
い
文
が
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
洗
僧
を
明
ら
か
に
す
る
に
因
り

て
、
遂
に
歎
徳
を
申
ぶ
。
恐
ら
く
は
辺
遠
の
道
俗
、
法
用
に
閑な
ら

わ
ず
。
故
に

略
ぼ
法
事
を
明
ら
か
に
し
て
、
以
て
厥
の
致
を
標
す
の
み
」
と
い
う
序
文
で

始
ま
り
、「
洗
僧
」
の
「
法
事
」
の
行
い
方
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
し
た
も

の
で
あ
る
。
文
中
に
は
、「
施
主
某
官
」
が
「
高
徳
某
法
師
」
を
「
屈
請
」

し
て
『
温
室
洗
浴
衆
僧
経
』
を
講
宣
し
て
も
ら
う
こ
と
や
、「
洗
僧
の
七

物
」
を
き
ち
ん
と
整
え
て
、「
七
物
」
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
徳
を
讃
嘆
す
る

こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
次
に
、
そ
の
法
事
の
場
で
仏
法
僧
を
念
じ
つ
つ
行
う
呪

願
讃
嘆
の
言
葉
が
記
さ
れ
、
最
後
に
、
十
方
諸
仏
・
一
切
諸
菩
薩
・
独
覚
大

人
・
一
切
含
識
有
形
の
類
等
が
、
次
々
と
こ
の
道
場
に
到
来
し
て
、
温
室
に

入
り
洗
浴
す
る
よ
う
に
と
い
う
請
願
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、「
洗
僧
」
の
「
法
事
」
に
あ
ま
り
慣
れ
て
い
な
い
「
辺
遠

の
道
俗
」
の
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
よ
う
な
文
を
書
い
て

い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
道
世
が
「
洗
僧
」
の
「
法
事
」
を
き
わ
め
て
重
視
し

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
道
世
ひ
と
り
の
こ
と
で
は
な

く
、
唐
代
初
め
の
頃
の
仏
教
界
の
状
況
を
示
す
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
道
世
が
そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
文
の
中
に
『
温
室
洗
浴
衆
僧
経
』
の
講
宣
と

い
う
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
よ
う
に
、「
洗
僧
」
の
「
法
事
」
の
依
拠
経
典
と

さ
れ
た
の
は
『
温
室
経
』
で
あ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、『
温
室
洗
浴
衆
僧
経
』
の
講
宣
と
い
う
こ
と
に
関
連
し
て
言

え
ば
、
唐
代
初
め
か
ら
は
少
し
時
代
が
降
る
が
、『
温
室
経
』
が
、
い
わ
ゆ

る
俗
講
の
場
で
唱
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
資
料
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
。

敦
煌
写
本
「
温
室
経
講
唱
押
座
文
」（
ス
タ
イ
ン
二
四
四
○
。
大
正
蔵
八

五
、
一
二
九
八
ａ
〜
ｂ
）
が
存
在
す
る
こ
と
や
、
同
じ
く
敦
煌
写
本
「
俗
講

儀
式
（
擬
）」（
ペ
リ
オ
三
八
四
九
紙
背
）
に
「
夫
為
俗
講
、
先
作
梵
了
、
次

念
菩
薩
両
声
、
説
押
座
了
。
索
唱
温
室
経
、
法
師
唱
釈
経
題
了
、
念
仏
一
声

了
。
便
説
開
経
了
、
便
説
荘
厳
了
、
念
仏
一
声
。
便
一
一
説
其
経
題
字
了
、

便
説
経
本
文
了
、
便
説
十
波
羅
蜜
等
了
。
便
念
念
仏
讃
了
、
便
発
願
了
。
便

又
念
仏
一
会
了
、
便
迴
発
願
、
取
散
、
云
云
。
已
後
便
開
維
摩
経
」
と
い
う

文
が
見
え
る
こ
と
が
そ
れ
で
あ
）
14
（

る
。
こ
う
し
た
例
か
ら
見
て
も
、『
温
室

経
』
は
仏
教
者
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
民
衆
を
も
含
め
た
広
い
範
囲
に
よ

く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

道
士
の
李
栄
が
仏
典
『
温
室
経
』
に
対
抗
し
う
る
内
容
を
持
つ
道
教
経
典

を
作
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
背
景
と
し
て
、
上
述
の
よ
う
な
唐
代
初
期
の

仏
教
界
に
お
け
る
「
洗
僧
」
の
実
態
と
『
温
室
経
』
の
流
布
と
い
う
状
況
が

あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二　
『
洗
浴
経
』（
敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』）

　

本
章
と
次
章
で
は
、
李
栄
が
作
っ
た
『
洗
浴
経
』
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
を
見
て
い
こ
う
。『
正
統
道
蔵
』
に
は
タ
イ
ト
ル
に
「
洗
浴
」

と
い
う
語
を
含
ん
だ
経
典
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
敦
煌
写
本
の
中
に

『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
の
題
名
が
記
さ
れ
た
経
典
が
あ
る
。
こ
れ
が
李

栄
の
作
っ
た
『
洗
浴
経
』
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心

経
』
の
敦
煌
写
本
は
三
点
あ
る
。
ス
タ
イ
ン
三
三
八
○
、
ペ
リ
オ
二
四
○

二
、
お
よ
び
、
北
京
図
書
館
蔵
本
一
四
五
二
三
．
二
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の

三
点
の
う
ち
、
ス
タ
イ
ン
三
三
八
○
は
首
尾
完
具
し
、
全
部
で
六
十
六
行
の

文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
ペ
リ
オ
二
四
○
二
と
北
京
図
書
館
蔵
本
一
四
五
二

三
．
二
は
首
部
が
残
欠
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ス
タ
イ
ン
三
三
八
○
『
太

上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
の
録
文
と
そ
の
書
き
下
し
文
を
載
せ
て
お
こ
）
15
（

う
。
各

行
は
じ
め
の
数
字
は
、
写
本
の
行
数
で
あ
る
。

敦
煌
写
本
ス
タ
イ
ン
三
三
八
○
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』

1
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
一
巻

2
元
始
天
尊
時
於
太
玄
都
玉
京
山
金
闕
七
宝
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3
紫
微
宮
、
与
十
方
聖
衆
、
諸
天
真
仙
、
諸
天
帝

4
王
、
及
一
切
種
類
人
天
龍
鬼
、
応
受
度
者
、
无
量
之

5
衆
、
登
真
一
位
、
得
无
為
心
、
同
会
其
所
。
爾
時
天
尊

6
告
諸
四
衆
；
汝
等
身
心
、
本
地
清
浄
。
実
相
不
動
、
始

7
終
恒
一
、
猶
如
虚
空
、
去
来
无
礙
。
但
以
倒
）
16
（

想
、
随
業

8
受
形
、
積
邪
偽
塵
、
聚
貪
癡
垢
、
欲
悪
染
性
、
穢

9
濁
纏
身
。
譬
如
明
珠
恒
埋
糞
壌
、
歴）

17
（

劫
隠
蔽
、

10
不
顕
珠
光
。
将
来
衆
生
、
迷
真
道
本
、
造
顛
倒

11
業
、
種
邪
偽
根
、
埋
智
恵
珠
、
増
煩
悩
垢
、
堕
生
死

12
海
、
溺
貪
愛
流
、
駆
馳
五
欲
、
處
魔
怨
境
、
煩
悩

13
結
縛
、
身
心
臭
穢
、
随
業
流
転
、
三
悪
五
道
、
蔭

14
蓋
正
性
、
沈
没
玄
珠
、
翳
本
光
明
、
亦
復
如
是
。
汝

15
等
四
衆
、
以
本
分
力
、
汲
道
性
水
、
採
无
為
香
、
調

16
智
恵
湯
、
居
清
浄
室
、
為
諸
衆
生
、
洗
愚
癡

17
垢
、
滌
身
心
穢
、
得
真
実
浄
、
畢
竟
无
染
、
平

18
等
解
脱
、
令
入
道
場
。
爾
時
、
大
衆
聞
是
説
已
、
奉

19
教
思
惟
、
心
開
意
解
、
歓
喜
踊
躍
、
仰
瞻
尊
儀

20
而
説
頌
曰
、

21
元
始
无
上
大
慈
尊
、
善
説
衆
耶
倒）

18
（

業
。

22
不
悟
妙
本
常
清
浄
、
動
則
沈
淪
経
万
劫
。

23
妄
想
既
植
貪
癡
根
、
随
根
即
生
煩
悩
葉
。

24
根
葉
繁
滋
彌
世
界
、
善
悪
輪
迴
互
重
畳
。

25
狂
迷
競
貪
邪
偽
菓
、
子
菓
不
絶
恒
相
接
。

26
煩
悩
垢
重
覆
明
珠
、
身
心
臭
穢
乖
清
浄
。

27
示
我
汲
引
道
性
水
、
洗
滌
千
耶
帰
一
正
。

28
平
等
清
浄
智
恵
湯
、
蕩
除
癡
垢
開
真
性
。

29
有
縁
速
入
正
観
空
、
无
為
香
水
澄
如
鏡
。

30
能
照
去
来
耶
倒
業
、
洗
滌
貪
瞋
帰
誡
定
。

31
心
垢
悩
病
豁
以
除
、
各
復
真
根
増
恵
命
。

32
慈
尊
所
説
頗
思
議
、
我
故
稽
首
咸
恭
敬
。

33
時
此
会
中
、
天
真
皇
人
従
座
而
起
、
上
白
天
尊
；

34
唯
願
慈
雲
広
覆
无
外
、
上
妙
法
雨
遍
灑
人

35
天
、
衆
生
愚
癡
、
随
業
生
滅
、
垢
穢
深
重
、
耶
或

36
纏
身
。
調
法
湯
、
建
清
浄
）
19
（
室
、
洗
滌
罪
垢
、
消

37
除
耶
穢
。
未
審
儀
軌
、
其
事
云
何
。
天
尊
曰
；
凡

38
諸
行
道
、
入
静
焼
香
、
為
己
及
人
、
請
謝
罪
福
、
皆

39
当
沐
浴
、
蕩
滌
身
心
。
過
此
、
毎
月
一
浴
、
是
其
常

40
法
。
然
諸
天
帝
王
、
勅
其
男
女
、
依
法
清
浄
、
作
五

41
種
香
水
、
広
開
浄
室
、
散
花
焼
香
、
行
道
礼
拝
、

42
持
斎
奉
誡
、
講
説
経
文
。
毎
至
年
終
上
八
、
集
仙

43
真
聖
天
中
男
女
、
洗
濯
身
形
、
将
勧
衆
生
、
迴
向）

20
（

正

44
道
、
出
生
死
煩
労
。
汝
等
宜
依
此
法
、
至
是
八
日
、
勧

45
諸
男
女
、
及
以
国
王
、
大
臣
宰
輔
、
天
下
人
民
、
作
法

46
香
水
、
懸
諸
旛
蓋
、
建
斎
行
道
、
懺
悔
礼
拝
、
講
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47
誦
此
経
、
入
清
浄
室
、
正
念
安
坐
。
先
観
身
心
垢
穢
。

48
聚
積
无
量
邪
或
、
不
浄
塵
労
、
共
成
我
身
、
内
外
貪

49
癡
、
粗
細
不
浄
、
生
老
无
常
、
衆
苦
結
縛
、
三
業
鄣

50
道
、
六
塵
覆
心
、
彌
天
雲
翳
日
月
光）

21
（

。
作
是
観
已
、
了

51
了
分
明）

22
（

、
以
法
香
水
、
先
従
首
面
皮
膚
、
四
支
五
体
、

52
六
根
九
竅
、
次
第
灌
洗
、
悉
令
清
浄
。
外
清
浄
已
、

53
復
以
浄
観
、
重）

23
（

修
内
心
、
邪
或
煩
悩
、
妄
想
執
計
、

54
貪
瞋
癡
垢
、
普
令
清
浄
。
内
外
既
浄
、
住
法
身
心
、

55
常
居
道
場
、
断
邪
偽
垢
。
是
名
法
水
洗
浴
身

56
心
。
若
有）

24
（

善
男
子
善
女
人
能
為
国
主
人
王
、
九
玄

57
七
祖
、
所
生
父
母
、
己
身
男
女
、
天
下
人
民
、
三
徒
五
苦

58
一
切
衆
生
、
施
法
香
水
、
出
家
法
服
、
俗）

25
（

衣
香
薬
、
沐

59
浴
之
具
、
修
斎
行
道
、
散
花
焼
香
、
礼
拝
念
誦
、
聴

60
講
経
教
、
受
誡
発
願
、
供
養
十
方
諸
天
上
聖
、
妙
行

61
真
人
、
神
仙
王）

26
（

女
、
及
出
家
法
身
、
所
得
功
徳
、
最
為

62
无
量
不
可
思
議
。
所
以
者
何
。
是
人
能
為
一
切
行

63
人
洗
塵
垢
故
。
塵
垢
既
除
、
得
見
真
道
。
是
故
得
福

64
最
為
无
量
。
作
是
説
已
、
諸
仙
歓
喜
、
各
随
儀
軌
、

65
依
法
奉
行
、
礼
拝
天
尊
、
一
時
而
退
。

66
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
一
巻

1
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
一
巻

2
元
始
天
尊　

時
に
太
玄
都
玉
京
山
金
闕
七
宝

3
紫
微
宮
に
於
い
て
、
十
方
聖
衆
、
諸
天
真
仙
、
諸
天
帝

4
王
、
及
び
一
切
種
類
人
天
龍
鬼
、
応
に
度
を
受
く
べ
き
者
、
无
量
の

5
衆
と
、
真
一
の
位
に
登
り
、
无
為
の
心
を
得
て
、
同と
も

に
其
の
所
に
会
す
。

爾
の
時
、
天
尊

6
諸
々
の
四
衆
に
告
ぐ
、「
汝
等
の
身
心
は
、
本
地
清
浄
な
り
。
実
相
不

動
、
始

7
終
恒
に
一
に
し
て
、
猶
お
虚
空
の
如
く
、
去
来
无
礙
な
り
。
但
だ
倒
想
を

以
て
、
業
に
随
っ
て

8
形
を
受
け
、
邪
偽
の
塵
を
積
み
、
貪
癡
の
垢
を
聚
め
、
欲
悪　

性
を
染

め
、
穢

9
濁　

身
に
纏ま
と

う
。
譬
え
ば
明
珠
の
恒
に
糞
壌
に
埋
も
れ
て
、
歴
劫
隠
蔽
せ

ら
れ
、

10
珠
光
を
顕
さ
ざ
る
が
如
し
。
将
来
の
衆
生
、
真
道
の
本
に
迷
い
、
顛
倒
の

11
業
を
造
り
、
邪
偽
の
根
を
種
え
、
智
恵
の
珠
を
埋
め
、
煩
悩
の
垢
を
増

し
、
生
死
の

12
海
に
堕
し
、
貪
愛
の
流
れ
に
溺
れ
、
五
欲
を
駆
馳
し
、
魔
怨
の
境
に
處

り
、
煩
悩

13
結
縛
あ
り
、
身
心
臭
穢
、
業
に
随
っ
て
流
転
し
、
三
悪
五
道
、
正
性
を

14
蔭
蓋
し
、
玄
珠
を
沈
没
し
、
本
の
光
明
を
翳
う
こ
と
、
亦
た
復
た
是
の
如

し
。
汝

15
等
四
衆
、
本
分
の
力
を
以
て
、
道
性
の
水
を
汲
み
、
无
為
の
香
を
採
り
、
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16
智
恵
の
湯
を
調
え
、
清
浄
の
室
に
居
り
、
諸
々
の
衆
生
の
為
に
、
愚
癡
の

17
垢
を
洗
い
、
身
心
の
穢
れ
を
滌
い
、
真
実
の
浄
を
得
、
畢
竟　

染
无
く
、

平
18
等
解
脱
し
、
道
場
に
入
ら
し
む
」
と
。
爾
の
時
、
大
衆　

是
の
説
を
聞
き

已
り
て
、

19
教
え
を
奉
じ
て
思
惟
し
、
心
開
き
意
解
し
、
歓
喜
踊
躍
し
て
、
尊
儀
を
仰

瞻
し
て

20
頌
を
説
き
て
曰
く
、

21
元
始
无
上
大
慈
尊
、
善
く
衆
耶
倒
の
業
を
説
く
。

22
妙
本
は
常
に
清
浄
な
る
を
悟
ら
ず
、
動
け
ば
則
ち
沈
淪
す
る
こ
と
万
劫
を

経
。

23
妄
想
既
に
貪
癡
の
根
を
植
え
、
根
に
随
っ
て
即
ち
煩
悩
の
葉
を
生
ず
。

24
根
葉
繁
滋
し
て
世
界
に
彌
り
、
善
悪
輪
迴
し
て
互
い
に
重
畳
す
。

25
狂
迷
し
て
貪
邪
の
偽
菓
を
競
い
、
子
菓
絶
え
ず
し
て
恒
に
相
い
接
す
。

26
煩
悩
の
垢
重
な
り
て
明
珠
を
覆
い
、
身
心
臭
穢
に
し
て
清
浄
に
乖
く
。

27
我
に
道
性
の
水
を
汲
引
す
る
を
示
し
、
千
耶
を
洗
滌
し
て
一
正
に
帰
す
。

28
平
等
清
浄
な
る
智
恵
の
湯
、
癡
垢
を
蕩
除
し
て
真
性
を
開
く
。

29
有
縁
は
速
か
に
正
に
入
り
て
空
を
観
じ
、
无
為
の
香
水　

澄
め
る
こ
と
鏡

の
如
し
。

30
能
く
去
来
耶
倒
の
業
を
照
ら
し
、
貪
瞋
を
洗
滌
し
て
誡
定
に
帰
す
。

31
心
垢
の
悩
病　

豁
と
し
て
以
て
除
か
れ
、
各
々
真
根
に
復
し
て
恵
命
を
増

す
。

32
慈
尊
の
説
く
所
は
頗
る
思
議
、
我　

故
に
稽
首
し
て
咸
く
恭
敬
す
。

33
時
に
此
の
会
中
、
天
真
皇
人　

座
よ
り
起
ち
、
天
尊
に
上
白
す
、

34
「
唯
だ
願
わ
く
は
慈
雲
広
く
无
外
を
覆
い
、
上
妙
法
雨
、
遍
く
人

35
天
を
灑
し
、
衆
生
の
愚
癡
、
業
に
随
っ
て
生
滅
し
、
垢
穢
深
重
に
し
て
、

耶
或

36
身
に
纏
う
。
法
湯
を
調
え
、
清
浄
の
室
を
建
て
、
罪
垢
を
洗
滌
し
、

37
耶
穢
を
消
除
せ
し
め
ん
こ
と
を
。
未
だ
儀
軌
を
審
ら
か
に
せ
ず
、
其
の
事　

云
何
」
と
。
天
尊
曰
く
、「
凡
そ

38
諸
々
の
行
道
、
入
静
焼
香
し
、
己
及
び
人
の
為
に
、
罪
福
を
謝
せ
ん
こ
と

を
請
い
、
皆

39
当
に
沐
浴
し
て
、
身
心
を
蕩
滌
す
べ
し
。
此
を
過
ぎ
て
は
、
毎
月
一
浴
す

る
こ
と
、
是
れ
其
れ
常
の

40
法
な
り
。
然
し
て
諸
天
帝
王
、
其
の
男
女
に
勅
し
、
法
に
依
り
て
清
浄

に
、
五

41
種
香
水
を
作
り
、
広
く
浄
室
を
開
き
、
散
花
焼
香
、
行
道
礼
拝
し
、

42
斎
を
持
し
誡
を
奉
じ
、
経
文
を
講
説
せ
し
む
。
年
の
終
り
の
上
八
に
至
る

毎
に
、
仙

43
真
聖
天
中
の
男
女
を
集
め
、
身
形
を
洗
濯
し
、
将
に
衆
生
に
勧
め
、
正
道

に
迴
向
し
、

44
生
死
の
煩
労
よ
り
出
で
し
め
ん
と
す
。
汝
等
宜
し
く
此
の
法
に
依
り
、
是

の
八
日
に
至
れ
ば
、

45
諸
々
の
男
女
、
及お

よ以
び
国
王
大
臣
宰
輔
、
天
下
人
民
に
勧
め
、
法
の
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46
香
水
を
作
り
、
諸
々
の
旛
蓋
を
懸
け
、
斎
を
建
て
て
行
道
し
、
懺
悔
礼
拝

し
て
、

47
此
の
経
を
講
誦
し
、
清
浄
の
室
に
入
り
、
正
念
安
坐
す
べ
し
。
先
ず
身
心

の
垢
穢
を
観
ず
。

48
无
量
の
邪
或
、
不
浄
の
塵
労
を
聚
積
し
、
共
に
我
が
身
を
成
し
、
内
外
の

貪
49
癡
、
粗
細
不
浄
、
生
老
常
无
く
、
衆
苦
結
縛
、
三
業　

道
を
鄣
げ
、

50
六
塵　

心
を
覆
い
、
彌
天
の
雲　

日
月
の
光
を
翳
う
と
。
是
の
観
を
作
し

已
り
、
了

51
了
分
明
た
り
、
法
の
香
水
を
以
て
、
先
ず
首
面
皮
膚
よ
り
、
四
支
五
体
、

52
六
根
九
竅
、
次
第
に
灌
洗
し
、
悉
く
清
浄
な
ら
し
む
。
外　

清
浄
な
り
已

る
や
、

53
復
た
以
て
浄
観
し
、
重
ね
て
内
心
を
修
め
、
邪
或
煩
悩
、
妄
想
執
計
、

54
貪
瞋
癡
垢
、
普
く
清
浄
な
ら
し
む
。
内
外
既
に
浄
ら
か
に
し
て
、
法
の
身

心
に
住
み
、

55
常
に
道
場
に
居
り
、
邪
偽
の
垢
を
断
つ
。
是
れ
法
水
も
て
身
心
を
洗
浴
す

と
名
づ
く
。

56
若
し
善
男
子
善
女
人
有
り
て
能
く
国
主
人
王
、
九
玄

57
七
祖
、
所
生
父
母
、
己
身
男
女
、
天
下
人
民
、
三
徒
五
苦
の

58
一
切
衆
生
の
為
に
、
法
の
香
水
、
出
家
の
法
服
、
俗
衣
香
薬
、
沐

59
浴
の
具
を
施
し
、
斎
を
修
め
て
行
道
し
、
散
花
焼
香
、
礼
拝
念
誦
し
、

60
経
教
を
講
ず
る
を
聴
き
、
受
誡
発
願
し
、
十
方
諸
天
上
聖
、
妙
行

61
真
人
、
神
仙
王
女
、
及
び
出
家
の
法
身
を
供
養
す
れ
ば
、
得
る
所
の
功
徳

は
、
最
も

62
无
量
不
可
思
議
と
為
す
。
所
以
は
何
ぞ
や
。
是
の
人　

能
く
一
切
の
行

63
人
の
為
に
塵
垢
を
洗
う
が
故
に
。
塵
垢
既
に
除
か
ば
、
真
道
を
見
る
を

得
。
是
の
故
に
福
を
得
る
こ
と

64
最
も
无
量
と
為
す
」
と
。
是
の
説
を
作
し
已
る
や
、
諸
仙
歓
喜
し
、
各
々

儀
軌
に
随
い
、

65
法
に
依
り
て
奉
行
し
、
天
尊
を
礼
拝
し
、
一
時
に
し
て
退
く
。

66
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
一
巻

　

以
上
に
挙
げ
た
敦
煌
写
本
ス
タ
イ
ン
三
三
八
○
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心

経
』
は
、
字
数
は
約
一
千
字
、『
温
室
経
』
よ
り
も
さ
ら
に
小
さ
な
経
典
で

あ
る
。『
温
室
経
』
を
意
識
し
つ
つ
も
、
内
容
的
に
は
、
そ
れ
と
か
な
り
異

な
る
面
を
持
っ
て
い
る
。
広
く
仏
教
の
思
想
・
観
念
を
吸
収
し
て
書
か
れ
て

い
る
も
の
の
、
一
方
で
は
、
道
教
そ
の
も
の
の
展
開
を
ふ
ま
え
て
出
て
き
た

部
分
も
多
く
あ
り
、
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
の
全
体
の
構
成
に
目
を
向
け
よ
う
。

元
始
天
尊
が
太
玄
都
玉
京
山
金
闕
七
宝
紫
微
宮
に
お
い
て
教
え
を
説
く
と
い

う
舞
台
設
定
に
な
っ
て
お
り
、
元
始
天
尊
の
教
え
に
対
し
て
、
聴
衆
を
代
表

し
て
天
真
皇
人
が
質
問
し
、
元
始
天
尊
が
さ
ら
に
そ
れ
に
答
え
る
と
い
う
構

成
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
舞
台
設
定
や
構
成
は
、
漢
訳
仏
典
の
影
響

を
受
け
て
書
か
れ
た
六
朝
時
代
の
霊
宝
経
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
も
の
で

67

十
一



名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
哲
学
）

あ
り
、
こ
の
経
典
も
同
じ
形
を
し
て
い
る
。
こ
こ
に
出
て
く
る
元
始
天
尊
と

天
真
皇
人
と
い
う
神
格
は
、
六
朝
時
代
の
霊
宝
経
に
お
い
て
重
要
な
位
置
づ

け
が
な
さ
れ
て
い
て
、
霊
宝
経
の
中
に
は
、
ブ
ッ
ダ
の
前
世
物
語
に
倣
っ
て

作
ら
れ
た
元
始
天
尊
と
天
真
皇
人
の
本
生
譚
が
記
載
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
て

い
）
27
（

る
。

　

ま
た
、『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
の
語
彙
面
に
注
目
す
る
と
、
こ
れ
も

漢
訳
仏
典
の
影
響
が
圧
倒
的
に
大
き
い
。「
十
方
聖
衆
」「
人
天
龍
鬼
」「
四

衆
」「
実
相
」「
業
」「
貪
癡
」「
煩
悩
」「
生
死
」「
三
悪
五
道
」「
解
脱
」「
心

開
意
解
」「
歓
喜
踊
躍
」「
散
花
焼
香
」「
六
塵
」「
三
業
」「
善
男
子
善
女

人
」「
三
徒
五
苦
」
な
ど
、
漢
訳
仏
典
に
頻
出
す
る
語
が
た
く
さ
ん
用
い
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
も
、
す
で
に
六
朝
時
代
の
霊
宝
経
か
ら
見
ら

れ
る
こ
と
で
あ
り
、
道
教
経
典
に
は
仏
典
を
盗
ん
だ
も
の
が
多
い
と
仏
教
側

か
ら
非
難
さ
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。

　

次
に
、『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
の
文
章
表
現
に
つ
い
て
見
る
と
、
譬

喩
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
目
を
引
く
。
清
浄
な
る
本
性
が
煩
悩
に

よ
っ
て
覆
わ
れ
る
こ
と
を
喩
え
た
「
明
珠
」
の
譬
喩
、「
道
性
水
」「
无
為

香
」「
智
恵
湯
」
な
ど
、
経
題
の
「
洗
浴
」
に
因
ん
だ
表
現
、
あ
る
い
は
、

頌
の
部
分
の
「
貪
癡
根
」「
煩
悩
葉
」「
根
葉
繁
滋
」「
貪
邪
偽
菓
」
な
ど
、

植
物
に
譬
え
た
表
現
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
独
創
的
表
現
と
ま

で
は
言
い
難
い
で
あ
ろ
う
が
、
故
郷
の
蜀
の
地
で
文
士
た
ち
と
交
遊
し
た

り
、
仏
道
論
争
の
場
で
中
心
的
論
客
と
し
て
論
陣
を
張
り
、「
栄
は
蜀
郡
の

詞
人
」（『
集
古
今
仏
道
論
衡
』
巻
丁
、
大
正
蔵
五
二
、
三
九
二
ｂ
）
と
も
評

さ
れ
た
、
李
栄
の
言
葉
巧
み
な
一
面
が
こ
の
あ
た
り
に
表
れ
て
い
る
と
言
え

る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
で
説
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
第
一
に
、
衆
生

の
身
心
は
本
来
清
浄
で
あ
る
が
、
業
に
随
っ
て
形
を
受
け
、
貪
癡
煩
悩
の
垢

に
染
ま
っ
て
真
性
が
覆
わ
れ
、
生
死
輪
廻
の
世
界
に
沈
淪
し
て
し
ま
う
こ

と
、
第
二
に
、
生
死
輪
廻
の
世
界
か
ら
抜
け
出
る
た
め
に
は
、
衆
生
に
本
来

そ
な
わ
っ
て
い
る
「
道
性
の
水
」
の
力
で
、
身
心
の
穢
れ
を
洗
い
落
と
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
第
三
に
、
身
心
の
穢
れ
を
洗
い
落
と
す
た

め
の
具
体
的
な
方
法
（「
儀
規
」）
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

第
一
の
、
衆
生
の
身
心
は
本
来
清
浄
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
本
地

清
浄
」「
実
相
不
動
」「
猶
如
虚
空
」「
妙
本
常
清
浄
」
な
ど
の
表
現
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。「
妙
本
」
は
、
す
で
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
李
栄
の
や
や

先
輩
に
当
た
る
成
玄
英
が
『
老
子
』
の
注
釈
の
中
で
好
ん
で
用
い
た
語
で
あ

り
、
そ
れ
は
玄
宗
の
『
老
子
』
注
疏
に
も
継
承
さ
れ
て
い
）
28
（

る
。
ま
た
、
本
来

清
浄
で
あ
る
衆
生
が
、
形
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
悪
に
染
ま
り
、
生
死

輪
廻
の
世
界
に
沈
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の
こ
と
を
端
的
に
述

べ
た
道
教
経
典
と
し
て
『
太
上
洞
玄
霊
宝
智
慧
定
志
通
微
経
』（『
正
統
道

蔵
』
第
一
六
七
冊
）
が
あ
）
29
（
る
。『
太
上
洞
玄
霊
宝
智
慧
定
志
通
微
経
』
は
、

陸
修
静
（
四
○
六
〜
四
七
七
）
の
「
霊
宝
経
目
」
に
そ
の
名
が
見
え
る
、
い

わ
ゆ
る
古
霊
宝
経
の
一
つ
で
、
唐
代
に
お
い
て
も
重
視
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　

第
二
の
、
衆
生
に
本
来
そ
な
わ
っ
て
い
る
「
道
性
」
の
力
に
よ
っ
て
「
清

68
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浄
」
な
る
状
態
に
戻
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
隋
唐
の
際
に
成

立
し
た
『
本
際
経
』
の
中
に
類
似
の
表
現
が
見
え
る
。『
本
際
経
』
に
は

「
道
性
」
に
つ
い
て
の
詳
し
い
記
述
が
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
、

た
と
え
ば
、「
道
性
の
力
を
以
て
、
善
友
に
遇
う
を
得
、
三
洞
経
を
聞
き
、

信
楽
の
心
を
生
じ
、
…
…
是
の
如
き
心
に
於
い
て
、
分
別
を
生
ぜ
ず
、
決
定

清
浄
に
し
て
、
直
ち
に
辺
底
に
達
し
、
深
滞
有
る
无
く
、
静
然
と
し
て
徐
ろ

に
清
く
、
実
相
の
境
に
入
る
」（
以
道
性
力
、
得
遇
善
友
、
聞
三
洞
経
、
生

信
楽
心
、
…
…
於
如
是
心
不
生
分
別
、
決
定
清
浄
、
直
達
辺
底
、
无
有
深

滞
、
静
然
徐
清
、
入
実
相
境
）（『
本
際
経
』
巻
四
「
道
性
品
」。『
中
華
道

蔵
』
第
五
冊
、
二
三
五
頁
中
段
）
な
ど
と
あ
る
の
が
そ
の
例
で
あ
）
30
（
る
。

　

第
三
の
、
身
心
の
穢
れ
を
洗
い
落
と
す
た
め
の
具
体
的
な
方
法
に
関
し
て

説
か
れ
て
い
る
事
柄
は
、
こ
の
経
典
の
特
徴
が
最
も
よ
く
表
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
章
を
改
め
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

三　

洗
浴
の
儀
規

　

敦
煌
写
本
ス
タ
イ
ン
三
三
八
○
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
の
三
十
七
行

目
以
下
に
は
、
元
始
天
尊
が
天
真
皇
人
に
向
か
っ
て
説
い
た
と
い
う
「
洗

浴
」
の
「
儀
規
」、
す
な
わ
ち
、
身
心
の
穢
れ
を
洗
い
落
と
す
た
め
の
具
体

的
な
方
法
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の

よ
う
に
な
る
。

　

①
毎
月
一
回
、
沐
浴
を
行
う
の
が
「
常
の
法
」
で
あ
る
。

　

②
諸
天
帝
王
は
、
天
界
の
男
女
に
命
じ
て
、
清
浄
な
る
「
五
種
香
水
」
を

作
っ
て
広
く
「
浄
室
」
を
開
き
、
散
花
焼
香
、
行
道
礼
拝
し
て
、
斎
を

た
も
ち
誡
を
奉
じ
、
経
文
を
講
説
す
る
よ
う
に
さ
せ
る
。

　

③
「
年
の
終
り
の
上
八
」、
す
な
わ
ち
、
十
二
月
八
日
に
、
天
の
仙
真
た

ち
が
「
身
形
を
洗
濯
」
し
、
衆
生
に
勧
め
て
生
死
の
苦
し
み
か
ら
解
脱

さ
せ
よ
う
と
す
る
。
こ
の
日
に
、
地
上
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
の
衆
生

に
、「
法
の
香
水
」
を
作
り
、
斎
を
行
っ
て
、
懺
悔
礼
拝
し
て
経
文
を

講
誦
し
、「
清
浄
の
室
」
に
入
っ
て
、「
正
念
安
坐
」
す
る
よ
う
に
勧
め

る
べ
き
で
あ
る
。

　

④
「
正
念
安
坐
」
し
て
、「
身
心
の
垢
穢
を
観
」
ず
る
こ
と
を
行
う
。
ま

ず
、
首
面
皮
膚
か
ら
四
肢
五
体
・
六
根
九
竅
に
至
る
ま
で
身
体
全
体
を

「
法
の
香
水
」
で
洗
い
濯
い
で
清
浄
に
し
、
外
側
（
身
）
が
清
浄
に
な

る
と
、
次
に
、「
内
心
を
修
め
」、
あ
ら
ゆ
る
惑
念
煩
悩
を
除
き
去
っ

て
、
内
側
（
心
）
を
清
浄
に
す
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
内
外
と
も
に

浄
ら
か
に
な
る
こ
と
を
、「
法
水
も
て
身
心
を
洗
浴
す
」
と
名
づ
け
る
。

　

⑤
善
男
子
善
女
人
が
、
冥
界
の
死
者
を
も
含
め
た
一
切
衆
生
の
た
め
に

「
法
の
香
水
、
出
家
の
法
服
、
俗
（
浴
？
）
衣
香
薬
、
沐
浴
の
具
」
を

施
し
て
斎
を
行
い
、
受
戒
発
願
し
て
「
十
方
諸
天
の
上
聖
・
妙
行
真

人
・
神
仙
王
（
玉
）
女
、
及
び
出
家
の
法
身
」
を
供
養
す
れ
ば
、
無
量

の
功
徳
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
、
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
人
は
、
一

切
の
修
行
者
の
た
め
に
「
塵
垢
を
洗
う
」
力
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
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以
上
が
、
元
始
天
尊
が
説
い
た
と
い
う
「
洗
浴
」
の
「
儀
規
」
で
あ
る
。

元
始
天
尊
の
話
の
順
に
、
便
宜
的
に
①
か
ら
⑤
の
五
つ
の
項
目
に
分
け
た
。

こ
の
中
で
『
温
室
経
』
と
の
関
わ
り
が
あ
る
の
は
、
③
の
「
十
二
月
八
日
」

と
い
う
日
付
と
、
⑤
の
内
容
で
あ
る
。
第
一
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、
道
世
の

『
諸
経
要
集
』
と
『
法
苑
珠
林
』
に
引
用
さ
れ
た
『
譬
喩
経
』
の
箇
所
に
「
今
、

臘
月
八
日
に
洗
僧
す
」
と
い
う
注
が
あ
り
、
唐
代
初
め
に
は
、
仏
教
の
方
で

臘
月
（
十
二
月
）
八
日
に
「
洗
僧
」
を
行
う
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
③
の
「
十
二
月
八
日
」
と
い
う
日
付
は
、
こ
の
こ
と
を
意
識
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
温
室
経
』
そ
の
も
の
に
は
「
十
二
月
八
日
」
と

い
う
日
付
は
出
て
こ
な
い
が
、『
温
室
経
』
に
も
と
づ
く
「
洗
僧
」
の
行
事

が
「
十
二
月
八
日
」
に
行
わ
れ
る
の
が
通
例
に
な
っ
て
い
た
。
そ
う
い
う
意

味
に
お
い
て
、
こ
れ
は
『
温
室
経
』
と
の
関
わ
り
が
あ
る
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
も
第
一
章
で
見
た
よ
う
に
、『
温
室
経
』
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
中
心
的
な
事
柄
は
、
在
家
の
者
が
衆
僧
に
対
し
て
温
室
（
浴
室
、
浴
堂
）

に
お
け
る
洗
浴
（
沐
浴
）
の
布
施
を
行
う
こ
と
は
、
衆
生
の
穢
れ
を
消
除
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
大
き
な
功
徳
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
洗
浴
」
の
「
儀
規
」
の
⑤
の
内
容
は
こ
う
い
う
『
温
室
経
』
の
趣
旨
と
合

致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
⑤
に
つ
い
て
は
、『
温
室
経
』
と
の
直
接
的

な
関
わ
り
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
③
の
「
十
二
月
八
日
」
と
い
う
日
付
と
⑤
の
内
容
以
外
に
つ
い

て
は
、『
温
室
経
』
と
の
関
わ
り
と
い
う
よ
り
は
、
唐
代
の
初
め
に
は
す
で

に
成
立
し
て
い
た
、
道
教
内
部
に
お
け
る
沐
浴
の
観
念
を
ふ
ま
え
る
部
分
が

大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。『
无
上
秘
要
』
巻
六
六
に
「
沐
浴
品
」
が
あ
る
の

を
は
じ
め
、
六
朝
時
代
か
ら
唐
代
初
め
に
成
立
し
た
道
教
文
献
に
は
、
沐
浴

に
関
す
る
記
述
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
）
31
（

る
。
①
か
ら
順
次
、
そ
れ
ら
道
教
文

献
の
記
述
と
の
関
連
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

　

ま
ず
、
①
の
毎
月
一
回
、
沐
浴
を
行
う
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
。
沐
浴
を

行
う
べ
き
日
に
つ
い
て
は
、
文
献
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
説
き
方
が
な
さ
れ

て
お
り
、
一
定
し
て
は
い
な
い
。
毎
月
一
回
、
沐
浴
を
行
う
こ
と
を
述
べ
た

も
の
と
し
て
は
、『
太
上
無
極
大
道
自
然
真
一
五
称
符
上
経
』（『
正
統
道

蔵
』
第
三
五
二
冊
）
が
あ
る
。『
太
上
無
極
大
道
自
然
真
一
五
称
符
上
経
』

は
、
陸
修
静
の
「
霊
宝
経
目
」
に
名
が
見
え
る
古
霊
宝
経
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
文
が
見
え
）
32
（

る
。

　
　

黄
帝
曰
く
、
天
老
は
小
兆
の
未
だ
天
気
を
知
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
に
兆

に
霊
宝
五
称
符
経
を
授
く
。
東
井
讖
を
按
じ
、
吉
日
に
清
潔
に
し
て
、

沐
浴
斎
静
し
、
霊
宝
符
を
受
け
ん
こ
と
を
請
う
。
正
月
十
日
の
人
定
の

時
、
二
月
八
日
の
黄
昏
の
時
、
三
月
六
日
の
日
入
の
時
、
四
月
四
日
の

下
晡
の
時
、
五
月
一
日
の
上
晡
の
時
、
二
十
九
日
の
日
晡
の
時
、
六
月

二
十
七
日
の
日
中
の
時
、
七
月
二
十
五
日
の
禺
中
の
時
、
八
月
二
十
二

日
の
日
出
の
時
、
九
月
二
十
日
の
鶏
三
た
び
鳴
く
の
時
、
十
月
十
八
日

の
鶏
初
め
て
鳴
く
の
時
、
十
一
月
十
五
日
の
夜
半
を
過
ぐ
る
の
時
、
十

二
月
十
三
日
の
夜
半
の
時
、
此
れ
皆
天
気
、
月
の
東
井
に
宿
る
の
時
に

し
て
、
神
仙
と
合
会
す
。
此
の
日
に
沐
浴
す
れ
ば
、
神　

己
に
降
る
。

蘭
湯
に
沐
浴
す
る
は
、
道
士
の
神
人
に
通
ぜ
ん
と
欲
す
る
を
言
う
。
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諸
々
の
百
姓
は
此
の
沐
浴
を
須
た
ざ
る
を
謂
う
な
り
。

　
　
（
黄
帝
曰
、
天
老
以
小
兆
未
知
天
気
、
故
授
兆
霊
宝
五
称
符
経
。
請
按

東
井
讖
、
清
潔
吉
日
、
沐
浴
斎
静
、
受
霊
宝
符
也
。
正
月
十
日
人
定

時
、
二
月
八
日
黄
昏
時
、
三
月
六
日
日
入
時
、
四
月
四
日
下
晡
時
、
五

月
一
日
上
晡
時
、
二
十
九
日
日
晡
時
、
六
月
二
十
七
日
日
中
時
、
七
月

二
十
五
日
禺
中
時
、
八
月
二
十
二
日
日
出
時
、
九
月
二
十
日
鶏
三
鳴

時
、
十
月
十
八
日
鶏
初
鳴
時
、
十
一
月
十
五
日
過
夜
半
時
、
十
二
月
十

三
日
夜
半
時
、
此
皆
天
気
月
宿
東
井
時
、
与
神
仙
合
会）

33
（

。
此
日
沐
浴
、

神
降
己
也
。
沐
浴
蘭
湯
、
言
道
士
欲
通
神
人
也
。
謂
諸
百
姓
不
須
此
沐

浴
也
）（『
太
上
無
極
大
道
自
然
真
一
五
称
符
上
経
』
巻
下
13
ａ
〜
ｂ
）

　

こ
の
文
は
、『
无
上
秘
要
』
巻
六
六
（
3
ａ
〜
4
ａ
）
に
も
「
洞
玄
真
一

五
称
経
に
出
づ
」
と
し
て
見
え
て
お
り
、
六
朝
時
代
の
道
教
に
お
け
る
「
沐

浴
」
に
つ
い
て
知
る
た
め
の
重
要
な
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。「
正
月
十
日
人

定
時
」
か
ら
「
十
二
月
十
三
日
夜
半
時
」
に
至
る
ま
で
十
三
の
日
時
が
挙
げ

ら
れ
、
こ
れ
ら
は
「
月
が
東
井
に
宿
」
り
、「
神
仙
と
合
会
」
す
る
時
で
あ

る
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
日
に
沐
浴
す
る
と
神
が
降
臨
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
沐
浴
は
、
霊
宝
符
の
授
受
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
見

て
、
六
朝
時
代
中
期
頃
に
江
南
の
地
に
広
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
霊
宝

五
符
の
信
仰
と
も
関
連
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

次
に
、
②
に
出
て
く
る
「
五
種
香
水
」
に
つ
い
て
。「
五
種
香
水
」
と
い

う
語
は
、『
温
室
経
』
に
は
見
え
な
い
が
、
六
朝
時
代
の
道
教
文
献
に
は
、

五
種
の
香
（「
五
香
」）
で
沐
浴
し
て
身
を
清
め
る
と
い
う
こ
と
が
よ
く
出
て

く
る
。
そ
の
例
を
い
く
つ
か
見
て
お
こ
う
。

　

葛
洪
の
『
抱
朴
子
』
金
丹
篇
に
、
丹
薬
を
合
成
す
る
時
の
禁
忌
を
述
べ

て
、「
丹
を
合
す
る
に
は
、
当
に
名
山
の
中
、
無
人
の
地
に
於
い
て
し
、
伴

を
結
ぶ
こ
と
三
人
に
過
ぎ
ざ
る
べ
し
。
先
ず
斎
す
る
こ
と
百
日
、
五
香
に
沐

浴
し
、
到
っ
て
精
潔
を
加
え
、
穢
汚
に
近
づ
き
及
び
俗
人
と
往
来
す
る
こ
と

勿
か
れ
。（
合
丹
当
於
名
山
之
中
、
無
人
の
地
、
結
伴
不
過
三
人
、
先
斎
百

日
、
沐
浴
五
香
、
致
加
精
潔
、
勿
近
穢
汚
、
及
俗
人
往
来
）」
と
記
し
て
い

る
の
は
、
そ
の
早
い
例
で
あ
る
。
ま
た
、
東
晋
の
隆
安
三
年
（
三
九
九
）
の

識
語
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
確
実
な
『
紫

陽
真
人
内
伝
』（『
正
統
道
蔵
』
第
一
五
二
冊
）
に
も
、「
君
（
紫
陽
真
人
）

再
拝
し
て
教
え
を
受
け
、
退
き
て
斎
し
、
五
香
に
沐
浴
し
、
七
日
七
夜
、
寐

ず
。
但
だ
危
坐
し
て
接
手
し
、
至
道
を
存
念
す
。（
君
再
拝
受
教
、
退
斎
沐

浴
五
香
、
七
日
七
夜
不
寐
、
但
危
坐
接
手
、
存
念
至
道
）」（
7
ａ
）
と
い
う

記
述
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
東
晋
時
代
の
道
教
で
す
で
に
、
身
を
清

め
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、
五
香
を
用
い
て
沐
浴
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

五
香
と
い
う
観
念
は
、
五
行
思
想
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ

と
を
示
す
例
と
し
て
は
、『
太
上
霊
宝
五
符
序
』（『
正
統
道
蔵
』
第
一
八
三

冊
）
の
、「
静
斎
す
る
こ
と
三
日
、
静
室
に
祭
る
。
…
…
爾
し
て
乃
ち
先
ず

五
会
の
香
を
燔
き
、
流
芳
の
帰
す
る
所
を
看
る
。
気
、
正
し
く
上
れ
ば
、
中

央
黄
帝
先
ず
降
る
。
気
、
東
に
流
る
れ
ば
、
青
帝
先
ず
降
る
。
気
、
南
に
流

る
れ
ば
、
赤
帝
先
ず
降
る
。
気
、
西
に
流
る
れ
ば
、
白
帝
先
ず
降
る
。
気
、
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北
に
流
る
れ
ば
、
黒
帝
先
ず
降
る
。（
静
斎
三
日
、
祭
於
静
室
。
…
…
爾
乃

先
燔
五
会
之
香
、
看
流
芳
所
帰
。
気
正
上
者
、
中
央
黄
帝
先
降
。
気
東
流

者
、
青
帝
先
降
。
気
南
流
者
、
赤
帝
先
降
。
気
西
流
者
、
白
帝
先
降
。
気
北

流
者
、
黒
帝
先
降
）」（
巻
下
、
4
ａ
）
と
い
う
文
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。

　

さ
ら
に
、『
无
上
秘
要
』
巻
五
二
「
三
元
斎
品
」（
1
ｂ
）
に
は
、
正
月
十

五
日
・
七
月
十
五
日
・
十
月
十
五
日
に
行
わ
れ
る
三
元
斎
の
時
に
、「
身
形

を
沐
浴
し
、
五
香
も
て
自
ら
洗
う
」
こ
と
が
行
わ
れ
る
と
記
し
て
い
）
34
（

る
。
ま

た
、
李
栄
よ
り
は
少
し
後
に
な
る
が
、
道
士
朱
法
満
（
？
〜
七
二
○
）
が
編

纂
し
た
『
要
修
科
儀
戒
律
鈔
』（『
正
統
道
蔵
』
第
二
○
四
〜
二
○
七
冊
）
に

は
、「
三
元
品
戒
に
曰
く
、
…
…
身
形
を
沐
浴
し
、
五
香
も
て
自
ら
洗
う
。

…
…
千
真
科
に
曰
く
、
冬
天
の
洗
浴
は
、
一
旬
毎
に
浴
す
。
…
…
沸
し
て
乃

ち
滓
を
去
り
、
次
に
五
香
を
加
え
、
…
…
」（
巻
一
二
、
5
ｂ
〜
7
ａ
）
と

あ
る
な
ど
、
五
香
を
用
い
て
沐
浴
す
る
こ
と
を
記
し
た
文
献
は
多
い
。
こ
れ

ら
に
は
、
五
種
の
香
と
い
う
の
が
具
体
的
に
は
何
を
指
す
の
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
説
明
が
な
い
場
合
が
多
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
温
室
経
』

に
は
見
え
な
か
っ
た
「
五
種
香
水
」
と
い
う
語
が
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心

経
』
に
出
て
く
る
の
は
、
東
晋
以
来
の
道
教
に
お
け
る
こ
う
し
た
状
況
が
背

景
に
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、「
洗
浴
」
の
「
儀
規
」
の
④
に
つ
い
て
。
こ
こ
で
は
、
斎
を
行
う

中
で
「
安
坐
」
や
「
観
」
が
重
要
な
役
割
を
担
い
、
身
体
と
と
も
に
内
心
を

修
め
る
の
が
「
洗
浴
」
の
趣
旨
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え

方
は
、
霊
宝
斎
の
整
備
に
大
き
く
貢
献
し
た
陸
修
静
の
著
作
に
す
で
に
顕
著

に
表
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、『
洞
玄
霊
宝
斎
説
光
燭
戒
罰
燈
祝
願
儀
』

（『
正
統
道
蔵
』
第
二
九
三
冊
）
の
中
で
、
斎
の
時
に
守
る
べ
き
十
戒
を
説
い

て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
そ
の
第
一
の
戒
に
、「
香
湯
も
て
沐
浴
し
、
以
て

神
気
を
精
に
し
、
五
体
を
し
て
清
潔
に
、
九
孔
を
し
て
鮮
明
な
ら
し
め
、
衣

服
は
悉
く
浄
ら
か
に
し
て
、
内
外
に
芳
馨
あ
ら
し
め
よ
。
高
真
を
延
き
降

し
、
虚
霊
を
視
接
す
る
が
故
な
り
。（
香
湯
沐
浴

0

0

0

0

、
以
精
神
気
、
使
五
体
清

潔
、
九
孔
鮮
明
、
衣
服
悉
浄
、
内
外

0

0

芳
馨
、
延
降
高
真
、
視
接
虚
霊
故
也
）」

（
1
ｂ
）
と
あ
）
35
（

る
。

　

ま
た
、
六
朝
末
か
ら
隋
代
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
『
洞
玄
霊

宝
三
洞
奉
道
科
戒
営
始
』（『
正
統
道
蔵
』
第
七
六
○
〜
七
六
一
冊
）
に
は
、

「
科
に
曰
く
、
凡
そ
是
れ
観
中
に
は
須
ら
く
浴
堂
を
造
る
べ
し
。
乃
ち
別
院

私
房
に
至
る
ま
で
、
此
れ
最
も
急
と
為
す
。
行
道
読
経
・
登
壇
入
静
・
奏
告

啓
願
・
謝
過
首
愆
す
る
毎
に
、
…
…
皆
須
ら
く
沐
浴
し
、
身
心
を
澡
錬
す
べ

し
。
香
気
を
し
て
芬
芳
な
ら
し
め
て
、
方
め
て
事
を
行
う
べ
し
。
故
に
行
道

の
日
、
皆
当
に
香
湯
も
て
沐
浴
す
べ
し
。
其
の
浴
の
須
つ
所
に
縁
り
て
、
釜

鑊
・
井
竈
・
牀
席
・
香
粉
、
並
び
に
皆
具
備
す
。（
科
曰
、
凡
是
観
中
、
須

造
浴
堂
、
乃
至
別
院
私
房
、
此
最
為
急
。
毎
行
道
読
経
、
登
壇
入
静
、
奏
告

啓
願
、
謝
過
首
愆
、
…
…
皆
須
沐
浴
、
澡
錬
身
心

0

0

。
使
香
気
芬
芳
、
方
可
行

事
。
故
行
道
之
日
、
皆
当
香
湯
沐
浴

0

0

0

0

。
其
縁
浴
所
須
、
釜
鑊
井
竈
、
牀
席
香

粉
、
並
皆
具
備
）」（
巻
一
、
16
ａ
）
と
あ
り
、
香
湯
で
沐
浴
し
て
身
心
を
澡

錬
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
説
く
と
と
も
に
、
道
観
に
浴
室
を
造
る
こ
と
や
、
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釜
や
井
戸
な
ど
沐
浴
に
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
に
「
洗
浴
」
の
「
儀
規
」

と
し
て
書
か
れ
た
事
柄
は
、
沐
浴
を
行
う
べ
き
日
や
、「
五
種
香
水
」
で
沐

浴
す
る
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
、
沐
浴
に
お
い
て
外
的
身
体
だ
け
で
な
く

内
な
る
心
を
浄
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
こ
と
な
ど
、
六
朝
・
唐

代
初
期
の
道
教
文
献
の
記
述
と
の
類
似
点
を
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
は
、『
温
室
経
』
や
そ
れ
に
も
と
づ
く
仏
教
の
行

事
を
意
識
し
な
が
ら
書
か
れ
た
と
は
い
え
、『
温
室
経
』
そ
の
も
の
と
い
う

よ
り
は
む
し
ろ
、
唐
代
初
期
の
道
教
に
お
い
て
存
在
し
て
い
た
沐
浴
の
観
念

を
ふ
ま
え
た
記
述
が
多
い
の
で
あ
る
。

四　
『
沐
浴
身
心
経
』
と
『
太
上
玄
都
妙
本
清
静
身
心
経
』

　

本
稿
で
は
こ
こ
ま
で
、
敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
が
す
な
わ

ち
李
栄
の
作
っ
た
『
洗
浴
経
』
で
あ
る
と
見
な
し
て
論
述
し
て
き
た
。
敦
煌

写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
を
李
栄
作
の
『
洗
浴
経
』
で
あ
る
と
見
な

す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
王
卡
氏
が
若
干
、
疑
問
を
残
し
て

い
る
（
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
）
以
外
に
は
、
研
究
者
の
間
に
異
論
は

な
い
。

　

た
だ
し
、
敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
の
他
に
、『
温
室
経
』

と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
経
典
が
二
つ
あ
る
。『
雲
笈
七
籤
』
巻
四
十
一

「
七
籤
雑
法
」
の
中
の
「
沐
浴
七
事
獲
七
福
」
の
項
に
引
用
す
る
『
沐
浴
身

心
経
』
と
い
う
経
典
と
、『
正
統
道
蔵
』
に
収
め
る
『
太
上
玄
都
妙
本
清
静

身
心
経
』
と
い
う
経
典
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
見
て
お
き

た
い
。

　
『
雲
笈
七
籤
』
巻
四
十
一
「
七
籤
雑
法
」
の
「
沐
浴
七
事
獲
七
福
」
の
項

に
引
用
す
る
『
沐
浴
身
心
経
』
は
二
百
五
十
字
ほ
ど
の
文
で
あ
る
。
全
文
を

引
用
し
よ
う
。

　
　

沐
浴
身
心
経
に
云
う
、
沐
浴
し
て
内
浄
ら
か
な
れ
ば
、
虚
心
に
し
て
無

垢
な
り
。
外
浄
ら
か
な
れ
ば
、
身
垢
尽
く
除
か
る
。
真
一
を
存
念
し
、

諸
々
の
色
染
を
離
れ
、
無
為
に
証
入
し
、
品
を
聖
階
に
進
め
、
諸
天　

善
を
紀
す
。
湯
を
調
う
る
人
は
、
功
徳
無
量
な
り
。

　
　

天
真
皇
人　

復
た
天
尊
に
白
す
ら
く
、
未
だ
審
ら
か
に
せ
ず
、
五
種
の

香
湯
、
七
福
因
を
獲
る
と
は
、
何
者
か
是
れ
と
為
す
。
何
の
修
行
す
る

所
に
し
て
、
何
の
勝
業
有
り
や
、
願
わ
く
は
更
に
開
暁
さ
れ
ん
こ
と

を
。

　
　

天
尊
答
え
て
曰
く
、
五
香
と
は
、
一
は
白
芷
、
能
く
三
尸
を
去
る
。
二

は
桃
皮
、
能
く
邪
気
を
辟
く
。
三
は
柏
葉
、
能
く
真
仙
を
降
す
。
四
は

零
陵
、
能
く
霊
聖
を
集
む
。
五
は
青
木
香
、
能
く
穢
れ
を
消
し
真
を
召

す
。
此
の
五
香
は
、
斯
の
五
徳
有
り
。
七
福
因
と
は
、
一
は
上
善
水
、

二
は
火
薪
、
三
は
香
薬
、
四
は
浴
衣
、
五
は
澡
豆
、
六
は
浄
巾
、
七
は

蜜
湯
。
此
の
七
福
因
は
能
く
七
果
を
成
す
。
一
は
常
に
中
国
に
生
ま
れ

男
子
の
身
と
為
る
。
二
は
身
相
具
足
す
。
三
は
身
体
に
光
明
あ
り
、
眼

瞳
は
徹
視
す
。
四
は
髭
髪
紺
青
に
し
て
、
円
光　

頂
に
映
ゆ
。
五
は
唇
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朱
く
口
は
香
し
く
し
て
、
四
十
二
歯
あ
り
。
六
は
両
手　

膝
を
過
ぐ
。

七
は
心
は
聡
く
意
は
慧
く
し
て
、
三
洞
の
経
法
に
通
了
す
。

　
　
（
沐
浴
身
心
経
云
、
沐
浴
内
浄
者
、
虚
心
無
垢
。
外
浄
者
、
身
垢
尽

除
。
存
念
真
一
、
離
諸
色
染
、
証
入
無
為
、
進
品
聖
階
、
諸
天
紀
善
、

調
湯
之
人
、
功
徳
無
量
。
天
真
皇
人
復
白
天
尊
、
未
審
五
種
香
湯
獲
七

福
因
、
何
者
為
是
。
何
所
修
行
、
有
何
勝
業
。
願
更
開
暁
。
天
尊
答

曰
、
五
香
者
、
一
者
白
芷
、
能
去
三
尸
。
二
者
桃
皮
、
能
辟
邪
気
。
三

者
柏
葉
、
能
降
真
仙
。
四
者
零
陵
、
能
集
霊
聖
。
五
者
青
木
香
、
能
消

穢
召
真
。
此
之
五
香
、
有
斯
五
徳
。
七
福
因
者
、
一
者
上
善
水
、
二
者

火
薪
、
三
者
香
薬
、
四
者
浴
衣
、
五
者
澡
豆
、
六
者
浄
巾
、
七
者
蜜

湯
。
此
七
福
因
能
成
七
果
、
一
者
常
生
中
国
、
為
男
子
身
。
二
者
身
相

具
足
。
三
者
身
体
光
明
、
眼
瞳
徹
視
。
四
者
髭
髪
紺
青
、
円
光
映
頂
。

五
者
唇
朱
口
香
、
四
十
二
歯
。
六
者
両
手
過
膝
。
七
者
心
聡
意
慧
、
通

了
三
洞
経
法
）

　

こ
こ
で
は
、
沐
浴
に
用
い
る
湯
に
入
れ
る
五
種
の
香
の
名
前
と
し
て
、
白

芷
・
桃
皮
・
柏
葉
・
零
陵
・
青
木
香
の
五
つ
が
挙
げ
ら
れ
、
三
尸
を
除
去
し

た
り
、
邪
気
を
避
け
た
り
、
真
仙
を
降
臨
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
功
徳
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
五
種
の
香
は
、
霊
妙
な
力
を
持
つ
も

の
と
し
て
個
別
に
い
ろ
い
ろ
な
文
献
に
出
て
く
る
が
、
こ
の
『
沐
浴
身
心

経
』
で
は
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
五
香
と
呼
び
、
沐
浴
の
た
め
の
「
香
湯
」

を
作
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
あ
と
、「
七
福
因
」
と
「
七
果
」
の
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。「
七
福

因
」
と
は
、「
上
善
水
」「
火
薪
」「
香
薬
」「
浴
衣
」「
澡
豆
」「
浄
巾
」「
蜜

湯
」
と
い
う
、
沐
浴
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
七
つ
の
も
の
を
指
し
、「
七
福

因
」
の
応
報
と
し
て
得
ら
れ
る
「
七
果
」
と
は
、「
常
生
中
国
、
為
男
子

身
」「
身
相
具
足
」「
身
体
光
明
、
眼
瞳
徹
視
」「
髭
髪
紺
青
、
円
光
映
頂
」

「
唇
朱
口
香
、
四
十
二
歯
」「
両
手
過
膝
」「
心
聡
意
慧
、
通
了
三
洞
経
法
」

の
七
つ
を
指
す
と
い
う
。
こ
の
「
七
福
因
」
や
「
七
果
」
は
、『
温
室
経
』

の
「
七
物
」
と
「
七
福
報
」
の
こ
と
を
意
識
し
、
そ
こ
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て

出
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。『
沐
浴
身
心
経
』
の
「
七
福

因
」
を
『
温
室
経
』
の
「
七
物
」
と
比
較
す
る
と
、「
七
福
因
」
の
う
ち
の

「
上
善
水
」「
火
薪
」「
浴
衣
」「
澡
豆
」
は
、「
七
物
」
の
う
ち
の
「
浄
水
」

「
然
火
」「
内
衣
」「
澡
豆
」
に
そ
れ
ぞ
れ
相
当
す
る
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

『
沐
浴
身
心
経
』
の
「
七
果
」
の
う
ち
、「
身
体
光
明
」「
唇
朱
口
香
」
と
い

う
表
現
は
、『
温
室
経
』
の
「
七
福
報
」
の
中
の
「
身
体
常
光
」「
口
歯
香

好
」
と
い
う
表
現
と
似
て
い
る
。

　
『
雲
笈
七
籤
』
に
は
「
沐
浴
七
事
獲
七
福
」
と
い
う
項
目
に
合
致
す
る
内

容
と
し
て
、
以
上
に
挙
げ
た
『
沐
浴
身
心
経
』
の
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、『
沐
浴
身
心
経
』
と
い
う
経
典
の
全
体
が
ど
う
い
う
も
の
で

あ
っ
た
の
か
は
、
他
に
参
考
に
な
る
資
料
が
無
く
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

『
雲
笈
七
籤
』
に
引
用
さ
れ
た
文
か
ら
見
る
限
り
、『
温
室
経
』
を
も
と
に
し

て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
以
上
に
挙
げ
た
部
分
し
か

残
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
と
重
な
る

文
も
見
え
な
い
。
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次
に
、『
太
上
玄
都
妙
本
清
静
身
心
経
』（『
正
統
道
蔵
』
第
二
七
冊
）
に
つ

い
て
見
て
い
こ
う
。
こ
の
経
典
は
、
敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』

と
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
。『
太
上
玄
都
妙
本
清

静
身
心
経
』
は
全
部
で
約
二
千
字
の
文
字
か
ら
成
る
経
典
で
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
の
五
百
字
余
り
が
敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
と
重
な
る
。

　

特
に
、『
太
上
玄
都
妙
本
清
静
身
心
経
』
の
前
半
部
分
（
冒
頭
〜
3
ｂ
3

行
目
。
本
稿
第
二
章
に
挙
げ
た
敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
の
行

数
で
言
え
ば
、
37
行
目
の
「
洗
浴
」
の
「
儀
軌
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
始
ま

る
以
前
の
部
分
）
は
、
七
言
の
頌
も
含
め
て
、
両
者
の
文
は
ほ
ぼ
一
致
す

る
。
前
半
部
分
で
一
致
し
な
い
点
は
、『
太
上
玄
都
妙
本
清
静
身
心
経
』
の

方
が
、
元
始
天
尊
の
住
む
玄
都
の
宮
館
や
元
始
天
尊
の
そ
ば
に
列
座
す
る
真

人
の
描
写
が
詳
し
い
こ
と
、
元
始
天
尊
に
対
し
て
質
問
す
る
の
が
天
真
皇
人

で
は
な
く
法
解
と
い
う
名
の
真
人
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
元
始
天
尊
や
法
解

が
言
葉
を
発
す
る
前
後
の
情
景
描
写
が
詳
し
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
一
致
し

な
い
点
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
こ
に
は
六
朝
時
代
の
古
霊
宝
経
に
近
い
要
素

が
認
め
ら
れ
る
。
特
に
、『
太
上
玄
都
妙
本
清
静
身
心
経
』
の
記
述
は
、
本

稿
第
二
章
に
お
い
て
言
及
し
た
古
霊
宝
経
『
太
上
洞
玄
霊
宝
智
慧
定
志
通
微

経
』
の
文
と
似
て
い
る
所
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
法
解
と
い
う
名
は
、『
太

上
洞
玄
霊
宝
智
慧
定
志
通
微
経
』
の
中
で
、
天
尊
の
本
生
譚
を
記
し
て
い
る

所
で
天
尊
の
子
供
の
名
と
し
て
出
て
き
て
い
て
、
こ
れ
は
後
の
左
玄
真
人
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（『
太
上
洞
玄
霊
宝
智
慧
定
志
通
微
経
』

9
ａ
〜
15
ｂ
）。
ま
た
、『
太
上
洞
玄
霊
宝
智
慧
定
志
通
微
経
』
の
冒
頭
に

は
、
天
尊
が
万
物
の
始
源
に
思
い
を
は
せ
る
場
面
を
表
現
し
て
、「
天
尊
俄

然
と
し
て
初
め
よ
り
顧
眄
せ
ず
、
万
兆
造
化
の
始
め
を
思
念
す
」（
1
ａ
）

と
あ
る
が
、『
太
上
玄
都
妙
本
清
静
身
心
経
』
に
も
、「
天
尊
几
を
撫
し
、
彼

の
機
縁
を
杜
ざ
し
、
慧
観
の
門
に
入
り
、
無
為
の
道
を
示
し
、
万
兆
稟
受
の

初
め
を
思
念
す
」（
1
ｂ
）
と
い
う
、
よ
く
似
た
文
が
見
え
る
。

　
『
太
上
玄
都
妙
本
清
静
身
心
経
』
の
前
半
部
分
は
敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝

洗
浴
身
心
経
』
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
後
半
部
分
（
3
ｂ

4
行
目
以
下
）
は
逆
に
、
一
致
す
る
箇
所
は
少
な
い
。
後
半
部
分
は
敦
煌
写

本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
で
言
え
ば
、「
洗
浴
」
の
「
儀
規
」
に
関
す

る
部
分
で
あ
る
の
で
、
第
三
章
で
用
い
た
①
か
ら
⑤
の
項
目
を
使
っ
て
述
べ

る
と
、
一
致
す
る
の
は
、
③
の
途
中
の
、「
清
浄
の
室
」
に
入
っ
て
、「
正
念

安
坐
」
す
る
と
い
う
所
か
ら
④
の
終
わ
り
ま
で
だ
け
で
あ
る
。
一
致
す
る
部

分
に
お
い
て
も
、『
太
上
玄
都
妙
本
清
静
身
心
経
』
で
は
、
香
湯
で
身
心
を

洗
う
日
を
「
月
の
十
直
日
」
と
し
て
お
り
、
敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身

心
経
』
と
は
異
な
る
。「
月
の
十
直
日
」
と
い
う
の
は
、
毎
月
一
日
・
八

日
・
十
四
日
・
十
五
日
・
十
八
日
・
二
十
三
日
・
二
十
四
日
・
二
十
八
日
・

二
十
九
日
・
三
十
日
の
こ
と
で
、
斎
を
行
う
日
と
し
て
、
朱
法
満
の
『
要
修

科
儀
戒
律
鈔
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
（
巻
八
、
3
ｂ
〜
4
ａ
）。

　
『
太
上
玄
都
妙
本
清
静
身
心
経
』
の
後
半
部
分
で
説
か
れ
て
い
る
の
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
（
内
容
の
要
約
）。

　
　

真
人
法
解
は
宿
命
通
と
他
心
智
を
得
、
末
劫
の
衆
生
が
心
識
闇
昧
で
法

を
悟
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
知
っ
て
、
天
尊
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
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に
す
れ
ば
天
尊
の
教
え
を
修
持
し
、
衆
生
が
福
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

か
を
問
う
。
天
尊
は
、「
衆
生
は
悉
く
皆
空
で
あ
る
。
仮
有
の
身
で
あ

る
こ
と
を
真
に
悟
る
た
め
に
は
、
生
き
て
い
る
時
と
同
様
、
死
後
も
修

習
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
が
死
ぬ
と
、
そ
の
識
は
中
蔭
に
居
り
、

善
業
を
な
し
て
助
け
る
と
、
死
者
は
必
ず
天
上
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
家
人
は
、
諸
々
の
同
学
と
と
も
に
福
を
作
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
荘
厳
に
大
宝
壇
を
造
っ
て
幡
蓋
を
懸
け
、
斎
を
修
め
て
願
念

し
、
こ
の
経
を
講
誦
し
、
焼
香
燃
燈
し
て
幽
夜
を
照
ら
し
、
死
者
を
苦

し
み
か
ら
救
い
出
し
、
光
明
を
見
さ
せ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
無
為
の
法

湯
に
よ
っ
て
穢
れ
は
除
か
れ
、
神
識
は
こ
の
上
な
く
浄
ら
か
に
な
り
、

昇
天
し
て
、
清
虚
な
る
自
然
の
域
に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
こ
の

経
の
功
徳
は
計
り
知
れ
な
い
。
こ
の
経
を
抄
写
し
て
供
養
受
持
す
る
人

は
、
妙
本
清
浄
を
得
て
、
無
量
の
報
い
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

経
は
、
済
度
の
法
と
し
て
も
、
禳
災
の
法
、
修
習
の
法
、
無
為
の
法
、

智
慧
の
法
、
観
行
の
法
と
し
て
も
最
も
優
れ
て
い
る
の
だ
。
汝
は
こ
れ

を
大
切
に
せ
よ
。
軽
々
し
く
人
に
伝
え
て
は
な
ら
な
い
」
と
説
く
。
天

尊
の
言
葉
を
聞
い
た
人
々
は
歓
喜
し
、
五
言
の
頌
を
唱
え
る
。
す
る

と
、
天
尊
は
微
笑
し
な
が
ら
、
五
色
の
神
秘
的
な
光
を
吐
き
、
天
堂
と

地
獄
を
照
ら
し
出
し
た
。
そ
の
場
に
い
た
人
々
は
、
こ
の
神
秘
的
な
光

に
よ
っ
て
、
罪
福
応
報
の
あ
り
さ
ま
を
こ
と
ご
と
く
分
明
に
理
解
し
、

一
心
に
帰
命
し
て
罪
業
を
懺
悔
し
、
衆
生
が
苦
し
み
か
ら
抜
度
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
た
。
天
尊
は
彼
ら
の
心
に
感
じ
て
、
威
神
を
振
る
い
、
た

ち
ま
ち
の
う
ち
に
地
獄
の
餓
鬼
は
救
済
さ
れ
て
道
境
に
昇
っ
た
。
こ
の

法
会
に
預
か
っ
た
者
た
ち
は
い
ず
れ
も
真
人
の
位
に
昇
り
、
十
方
三
界

の
衆
生
は
皆
、
利
益
を
蒙
っ
た
。

　

以
上
の
要
約
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、『
太
上
玄
都
妙
本
清
静
身
心
経
』
の

後
半
部
分
で
は
、
中
蔭
の
状
態
に
あ
る
亡
者
の
た
め
に
、
家
人
や
同
学
の
者

た
ち
が
斎
を
修
め
て
供
養
を
行
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い

る
。
亡
き
人
の
た
め
に
斎
が
修
め
ら
れ
、
読
経
と
焼
香
燃
燈
が
行
わ
れ
る

と
、「
無
為
法
湯
も
て
、
紛
穢
を
滌
除
」
し
、
死
者
の
「
神
識
」
は
浄
め
ら

れ
て
「
昇
天
」
す
る
の
だ
と
説
か
れ
、
こ
の
経
典
の
持
つ
大
き
な
力
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
死
者
供
養
の
た
め
の
斎
に
重
点
を
置
い
て
、
沐

浴
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
る
こ
と
は
、『
温
室
経
』
や
敦
煌
写
本
『
太
上
霊

宝
洗
浴
身
心
経
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、『
太
上
玄
都
妙
本

清
静
身
心
経
』
の
特
徴
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴

身
心
経
』
の
末
尾
（「
洗
浴
」
の
「
儀
規
」
の
⑤
の
部
分
）
に
、「
九
玄
七

祖
」「
三
徒
五
苦
」
と
い
う
語
は
出
て
き
て
は
い
る
が
、
重
点
が
そ
こ
に
置

か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
方
、
敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心

経
』
に
は
見
ら
れ
た
「
沐
浴
の
具
」
を
布
施
す
る
と
い
う
文
は
、『
太
上
玄

都
妙
本
清
静
身
心
経
』
に
は
出
て
こ
な
い
。

　

上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
六
朝
・
唐
代
初
期
の
道
教
文
献
に
お
い
て
沐
浴
に

つ
い
て
の
記
述
が
多
く
出
て
く
る
が
、
第
三
章
に
挙
げ
た
例
は
、
沐
浴
と
は

生
き
て
い
る
者
が
身
心
を
洗
い
清
め
て
神
聖
な
る
存
在
に
近
づ
く
と
い
っ

た
、
生
者
の
修
道
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
と
い
う
性
格
が
強
か
っ
た
。
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仏
典『
温
室
経
』と
道
典『
洗
浴
経
』（
神
塚
）

『
温
室
経
』
や
敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
に
説
か
れ
る
沐
浴

（
洗
浴
）
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
は
、
六
朝
・
唐
代
初
期
の
道
教
文

献
に
は
、
沐
浴
と
い
う
語
が
死
者
た
ち
の
死
後
に
お
け
る
こ
と
と
し
て
出
て

く
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
例
を
二
つ
挙
げ
て
お
こ
う
。

　

そ
の
一
つ
は
、
陸
修
静
「
霊
宝
経
目
」
に
名
が
見
え
る
古
霊
宝
経
『
太
上

洞
玄
霊
宝
滅
度
五
錬
生
尸
妙
経
』（『
正
統
道
蔵
』
第
一
八
一
冊
）
の
、「
東

嶽
泰
山
、
明
ら
か
に
長
夜
九
幽
の
府
を
開
き
、
某
甲
の
魂
神
を
出
す
。
沐
浴

冠
帯
し
、
南
宮
に
遷
上
し
、
衣
食
を
供
給
せ
ら
れ
、
長
く
光
明
に
在
り
、
魔

は
干
犯
す
る
こ
と
無
く
、
一
切
の
神
霊
、
侍
衛
安
鎮
す
。
悉
く
元
始
盟
真
旧

典
女
青
文
の
如
し
。（
東
嶽
泰
山
、
明
開
長
夜
九
幽
之
府
、
出
某
甲
魂
神
。

沐
浴
冠
帯
、
遷
上
南
宮
、
供
給
衣
食
、
長
在
光
明
、
魔
無
干
犯
、
一
切
神

霊
、
侍
衛
安
鎮
。
悉
如
元
始
盟
真
旧
典
女
青
文
）」（
8
ａ
）
と
い
う
記
述
で

あ
る
。
ひ
と
た
び
世
を
去
っ
た
死
者
が
、
南
宮
と
い
う
場
所
に
行
き
、
肉
体

を
錬
成
し
て
昇
天
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
六
朝
時
代
の
道
教
で
出
て
き
た

も
の
で
あ
）
36
（
る
が
、
そ
の
過
程
で
長
夜
の
地
獄
か
ら
抜
出
さ
れ
た
死
者
の
魂
神

が
「
沐
浴
冠
帯
」
し
て
南
宮
に
昇
る
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
が
、
こ

の
文
で
あ
る
。
こ
の
文
は
東
方
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
南
方
・

中
央
・
西
方
・
北
方
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
記
述
が
見
え
る
。
こ
の
『
太
上

洞
玄
霊
宝
滅
度
五
錬
生
尸
妙
経
』
に
説
か
れ
た
こ
と
が
、
唐
代
に
お
い
て
葬

送
儀
礼
と
し
て
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
文
物
資
料
（
鎮
墓
石
）

も
出
土
し
て
い
）
37
（

る
。
死
者
が
死
後
の
世
界
に
お
い
て
「
沐
浴
冠
帯
」
し
て
南

宮
に
昇
り
、
済
度
さ
れ
る
と
い
う
観
念
は
、
実
際
の
葬
送
儀
礼
に
影
響
を
与

え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
の
例
は
、『
赤
松
子
章
暦
』
巻
六
（『
正
統
道
蔵
』
第
三
三
六

冊
）「
沐
浴
章
」
の
次
の
よ
う
な
文
で
あ
る
。

　
　

仰
ぎ
て
慮
る
に
、
亡
人
在
世
の
日
、
諸
々
の
罪
累
多
く
、
没
命
の
後
、

三
官
に
囚
閉
せ
ら
れ
、
困
苦
の
中
、
未
だ
解
脱
を
蒙
ら
ず
。
今
謹
ん
で

大
道
の
力
に
憑
り
、
幽
魂
を
拯
済
し
、
宿
業
の
愆
尤
、
今
を
以
て
蕩
滌

せ
ん
。
謹
ん
で
亡
人
在
世
の
衣
物
及
び
鎮
信
・
銭
米
・
香
油
・
方
綵
・

筆
墨
等
を
賷
ら
し
、
謹
ん
で
浄
庭
に
於
い
て
浴
堂
を
立
作
し
、
沐
浴
の

具
は
皆
、
清
浄
な
ら
し
め
、
幽
塗
を
免
離
せ
し
め
ん
。
臣
は
今
謹
ん
で

為
に
、
地
に
伏
し
て
章
を
拝
し
、
上
の
か
た
沐
浴
君
吏
・
沐
浴
夫
人
・

洗
浣
玉
女
千
二
百
人
に
請
う
。
亡
人
に
鑑
臨
し
て
、
身
形
を
沐
浴
し
、

垢
を
洗
い
穢
れ
を
除
き
、
桎
梏
を
去
離
し
、
光
明
を
覩
る
を
得
、
逍
遙

快
楽
に
し
て
、
衣
食
は
自
然
、
諸
々
の
乏
少
無
か
ら
ん
こ
と
を
。
塚
墓

に
安
穏
に
し
て
、
生
人
を
祐
利
す
る
を
、
以
て
効
信
と
為
す
。

　
　
（
仰
慮
亡
人
在
世
之
日
、
多
諸
罪
累
、
没
命
之
後
、
囚
閉
三
官
、
困
苦

之
中
、
未
蒙
解
脱
。
今
謹
憑
大
道
之
力
、
拯
済
幽
魂
、
宿
業
愆
尤
、
以

今
蕩
滌
。
謹
賷
亡
人
在
世
衣
物
、
及
鎮
信
・
銭
米
・
香
油
・
方
綵
・
筆

墨
等
、
謹
於
浄
庭
、
立
作
浴
堂
、
沐
浴
之
具
、
皆
令
清
浄
、
免
離
幽

塗
。
臣
今
謹
為
伏
地
拝
章
、
上
請
沐
浴
君
吏
・
沐
浴
夫
人
・
洗
浣
玉
女

千
二
百
人
、
鑑
臨
亡
人
、
沐
浴
身
形
、
洗
垢
除
穢
、
去
離
桎
梏
、
得
覩

光
明
、
逍
遙
快
楽
、
衣
食
自
然
、
無
諸
乏
少
。
安
穏
塚
墓
、
祐
利
生

人
、
以
為
効
信
）

77

二
十
一



名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
哲
学
）

　

こ
れ
は
沐
浴
に
関
す
る
上
章
文
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
亡
者

の
身
形
が
沐
浴
君
吏
・
沐
浴
夫
人
・
洗
浣
玉
女
ら
に
よ
っ
て
沐
浴
さ
れ
、
穢

れ
を
除
か
れ
て
、
地
獄
か
ら
出
て
天
堂
に
上
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
い

う
内
容
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
生
者
は
、
そ
の
た
め
に
、
亡
者
の
在
世
時

の
衣
物
な
ど
を
用
意
し
、「
浄
庭
」
に
「
浴
堂
」
を
作
っ
て
「
沐
浴
の
具
」

を
準
備
す
る
と
い
う
具
体
的
な
こ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
）
38
（

る
。

　

以
上
の
二
つ
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
六
朝
・
唐
代
初
期
の
道
教
文
献
に

は
、
沐
浴
と
い
う
語
が
死
者
た
ち
に
関
す
る
こ
と
と
し
て
出
て
く
る
場
合
が

あ
り
、
そ
れ
は
実
際
の
儀
礼
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　

話
を
『
太
上
玄
都
妙
本
清
静
身
心
経
』
の
方
に
戻
す
と
、
そ
の
後
半
部
分

で
、
中
蔭
の
状
態
に
あ
る
亡
者
の
た
め
に
家
人
た
ち
が
斎
を
修
め
、「
無
為

法
湯
も
て
、
紛
穢
を
滌
除
」
し
て
、
亡
者
の
昇
天
を
助
け
る
と
い
う
こ
と
が

説
か
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
六
朝
・
唐
代
初
期
の
道
教
に
お
い
て
、
沐
浴

と
い
う
こ
と
が
、
生
者
の
修
道
と
し
て
の
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
死
者
に
も

関
わ
る
こ
と
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
出
て
き
た
と
言

え
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
『
太
上
玄
都
妙
本
清
静
身
心
経
』
は
一
体
、
い
つ
頃
に

成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
前
半
部
分
は
敦
煌
写
本
『
太
上

霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
と
重
な
る
文
が
多
い
が
、
こ
の
両
者
の
成
立
の
先
後
関

係
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
判
断
は
な
か
な
か
難
し
い
。
王
卡
氏
は
、
こ
の
両

者
の
内
容
は
よ
く
似
て
い
る
が
、『
太
上
玄
都
妙
本
清
静
身
心
経
』
の
方
が

文
章
が
「
古
撲
繁
富
」
で
あ
る
と
し
、
敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心

経
』
が
本
当
に
李
栄
の
作
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
再
検
討
の
余
地
が

あ
る
と
し
て
い
）
39
（

る
。
ま
た
、『
中
華
道
蔵
』
第
六
冊
『
太
上
玄
都
妙
本
清
静

身
心
経
』（
丁
培
仁
点
校
）
の
冒
頭
の
解
題
で
は
、「
撰
者
不
詳
、
約
出
於
隋

唐
之
際
。
早
於
李
栄
造
《
洗
浴
身
心
経
》」
と
あ
る
。

　

確
か
に
、
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
太
上
玄
都
妙
本
清
静
身
心
経
』
の
前

半
部
分
の
記
述
を
見
る
と
、
六
朝
時
代
の
古
霊
宝
経
に
近
い
要
素
が
あ
り
、

そ
の
点
だ
け
を
見
れ
ば
、
こ
ち
ら
の
方
が
先
に
成
立
し
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
す
で
に
こ
の
経
典
が
あ
る
の
に
、

「
道
門
の
英
秀
」
と
称
す
る
ほ
ど
の
俊
才
李
栄
が
、
な
ぜ
そ
の
経
典
の
文
を

襲
用
す
る
よ
う
な
形
の
『
洗
浴
経
』
を
作
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
起
こ

る
。
ま
た
、
全
体
の
語
彙
や
記
述
内
容
か
ら
見
て
、『
太
上
玄
都
妙
本
清
静

身
心
経
』
の
方
が
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
よ
り
も
古
い
と
言
い
切
る
た

め
の
確
た
る
証
拠
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。
程
存
潔
氏
は
、
王
卡
氏
や
『
中
華

道
蔵
』
解
題
と
は
逆
に
、『
太
上
玄
都
妙
本
清
静
身
心
経
』
の
方
が
『
太
上

霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
の
内
容
を
吸
収
し
て
中
晩
唐
の
頃
に
成
立
し
た
と
す
る

が
、
そ
の
論
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
）
40
（

い
。
結
局
、『
太
上
玄
都
妙
本
清
静
身
心

経
』
の
成
立
時
期
や
、
敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
と
の
先
後
関

係
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
明
確
な
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
言
わ

ざ
る
を
え
な
い
。

　

王
卡
氏
は
敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
が
本
当
に
李
栄
の
作
っ

た
『
洗
浴
経
』
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
疑
っ
て
い
る
が
、
上
に
述
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仏
典『
温
室
経
』と
道
典『
洗
浴
経
』（
神
塚
）

べ
た
よ
う
に
、
敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
と
『
太
上
玄
都
妙
本

清
静
身
心
経
』
と
を
比
べ
る
と
、『
温
室
経
』
の
内
容
に
比
較
的
近
い
の
は

敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
の
方
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
李
栄

が
『
温
室
経
』
を
意
識
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
書
い
た

道
経
は
敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
で
あ
る
と
見
る
方
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。
経
題
の
点
か
ら
見
て
も
、「
洗
浴
」
と
い
う
語
を
含
ん
で
い
る
敦

煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』
の
方
を
李
栄
の
作
と
考
え
る
の
が
自
然

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
仏
典
『
温
室
経
』
に
対
抗
し
て
道
士
李
栄
が
作
っ
た
『
洗
浴

経
』（
敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
』）
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。

第
二
章
・
第
三
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
洗
浴
経
』
は
『
温
室
経
』
を
意
識

し
な
が
ら
書
か
れ
た
と
は
い
え
、
説
か
れ
て
い
る
こ
と
の
重
点
は
、『
温
室

経
』
と
は
大
分
異
な
っ
て
い
る
。

　
『
温
室
経
』
で
は
、
温
室
（
浴
室
、
浴
堂
）
で
衆
僧
に
対
し
て
洗
浴
（
沐

浴
）
の
た
め
の
道
具
（「
七
物
」）
を
さ
さ
げ
て
供
養
を
行
う
こ
と
は
、
衆
生

の
穢
れ
を
消
除
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
大
き
な
功
徳
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
、
洗
浴
（
沐
浴
）
は
、
在
家
信
者
な
い
し
は
一
般
の

人
々
が
衆
僧
に
対
し
て
行
う
布
施
の
行
為
の
一
つ
と
し
て
重
要
な
意
味
を

持
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、『
洗
浴
経
』
で
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
本
来
清
浄
な
る

衆
生
の
身
心
が
煩
悩
の
垢
に
よ
っ
て
穢
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
生
死
輪
廻
の
世

界
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
は
そ
の
穢
れ
を
「
道
性
の
水
」
の
力
で
洗
い
落
と

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
方
法

と
し
て
、
定
め
ら
れ
た
日
に
斎
を
行
い
、
五
種
の
香
水
で
身
を
浄
め
る
と
と

も
に
心
を
修
め
て
、
心
身
両
面
を
清
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
出
家
者
に
対
す
る
布
施
と
い
う
よ
り
は
、
道
を
求
め
る
者

自
身
の
修
行
の
あ
り
方
の
方
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、『
洗
浴

経
』
に
お
い
て
も
、
最
後
の
方
に
、『
温
室
経
』
と
同
じ
よ
う
に
、
出
家
者

の
た
め
に
香
水
や
沐
浴
の
具
な
ど
を
布
施
す
る
と
大
き
な
功
徳
が
得
ら
れ
る

と
説
か
れ
て
は
い
る
が
、『
洗
浴
経
』
の
重
点
は
そ
こ
に
置
か
れ
て
は
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
衆
生
の
身
心
、
特
に
「
道
性
」
の
語
が
示

唆
す
る
よ
う
に
、
衆
生
の
心
性
は
本
来
清
浄
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
こ
に
復
帰

す
る
こ
と
の
重
要
性
、
お
よ
び
、
復
帰
の
た
め
の
手
立
て
を
説
く
こ
と
の
方

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
身
心
の
穢
れ
を
洗
い
落
と
す
た
め
の

具
体
的
な
方
法
、
す
な
わ
ち
、「
洗
浴
」
の
「
儀
規
」
と
し
て
書
か
れ
た
事

柄
は
、『
温
室
経
』
と
の
関
わ
り
よ
り
も
、
六
朝
時
代
か
ら
唐
代
初
め
の
道

教
文
献
の
記
述
と
の
類
似
点
が
多
い
。

　
『
洗
浴
経
』
と
『
温
室
経
』
の
こ
の
よ
う
な
差
異
は
、
ど
こ
か
ら
生
じ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
、
作
者
で
あ
る
道
士
李
栄
が
、
仏
道
論
争
の
中

心
人
物
と
し
て
、
仏
典
『
温
室
経
』
の
あ
か
ら
さ
ま
な
模
倣
を
避
け
よ
う
と

し
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
よ
り
大
き
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古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
哲
学
）

な
理
由
と
し
て
は
、
道
教
側
自
身
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
第
二
章
・
第
三
章

で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
道
性
の
観
念
や
斎
戒
沐
浴
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
六

朝
時
代
か
ら
道
教
内
部
で
す
で
に
熟
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
、
実
際
に
行

わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
斎
戒
沐
浴
の
具
体
的
方
法
と
そ
の
思
想
が
、
李
栄
の

『
洗
浴
経
』
の
内
容
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
に

お
い
て
、『
洗
浴
経
』
と
い
う
こ
の
小
さ
な
道
典
は
、『
甄
正
論
』
が
批
判
す

る
よ
う
に
仏
典
『
温
室
経
』
の
模
倣
で
あ
る
と
の
み
単
純
に
捉
え
る
こ
と
は

で
き
ず
、
む
し
ろ
、
唐
代
初
期
の
道
教
に
お
け
る
斎
戒
沐
浴
の
状
況
と
そ
の

思
想
を
知
る
上
で
の
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：  『
仏
説
温
室
洗
浴
衆
僧
経
』、
敦
煌
写
本
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心

経
』、
李
栄
、
唐
代
道
教

注（
1
） 

大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』（
福
武
書
店
、
一
九
七
八
年
）
八
二
頁
、
同
『
敦

煌
道
経 

図
録
編
』（
福
武
書
店
、
一
九
七
九
年
）
一
三
二
〜
一
三
三
頁
、
陳
祚
龍

「
看
了
〈
報
恩
寺
開
温
室
浴
僧
記
〉
以
後
」（『
漢
学
研
究
』
第
四
巻
第
二
期
、
一
九

八
六
年
）、
程
存
潔
「
敦
煌
本
《
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
》」（『
道
家
文
化
研
究
』
第

十
三
輯
、
敦
煌
道
教
文
献
研
究
専
号
、
一
九
九
八
年
）。

（
2
） 「
釈
玄
嶷
、
俗
姓
杜
氏
。
幼
入
玄
門
、
纔
通
経
法
。
黄
冠
之
侶
、
推
其
明
哲
、
出
類

逸
群
、
号
杜
乂
錬
師
。
方
登
極
籙
、
為
洛
都
大
恒
観
主
。
遊
心
七
略
、
得
理
三
玄
、

道
術
之
流
、
推
為
綱
領
。
天
后
心
崇
大
法
、
揚
闡
釈
宗
。
乂
悟
其
食
蓼
非
甘
、
却
行

遠
舎
、
願
反
初
服
、
嚮
仏
而
帰
。
遂
懇
求
剃
落
、
詔
許
度
之
、
住
仏
授
記
寺
。
…
…

続
参
翻
訳
、
悉
彼
宗
之
乖
謬
、
知
正
教
之
可
憑
」（『
宋
高
僧
伝
』
巻
十
七
「
唐
洛
京

仏
授
記
寺
玄
嶷
伝
」、
大
正
蔵
五
○
、
八
一
三
ｂ
）。

（
3
） 

李
栄
の
伝
に
つ
い
て
は
、
藤
原
高
男
「
道
士
李
栄
の
道
徳
経
注
に
つ
い
て
」（『
香
川

大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
第
Ⅰ
部
第
四
七
号
、
一
九
七
九
年
）
参
照
。

（
4
） 

盧
照
鄰
に
「
咏
李
栄
道
士
」
の
五
言
古
詩
が
あ
る
（『
盧
照
鄰
集
』
巻
一
）。

（
5
） 

李
栄
の
『
老
子
』
注
に
つ
い
て
は
、
蒙
文
通
氏
に
「
輯
校
老
子
李
栄
注
」
が
あ
り

（
蒙
文
通
全
集
第
六
巻
『
道
書
輯
校
十
種
』、
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
一
年
、
所
収
）、

『
中
華
道
蔵
』
第
九
冊
０
１
５
号
に
も
『
道
徳
真
経
註
』
元
天
観
道
士
李
栄
註
と
し

て
収
め
る
。
ま
た
、
李
栄
の
『
西
昇
経
』
注
は
、
宋
の
陳
景
元
『
西
昇
経
集
註
』

（『
正
統
道
蔵
』
第
四
四
九
〜
四
五
○
冊
）
の
中
に
収
め
る
。

（
6
） 

大
正
蔵
は
「
顕
慶
二
年
」
と
す
る
が
、
三
本
に
従
っ
て
「
二
」
を
「
三
」
に
改
め

た
。

（
7
） 

盧
国
龍
『
中
国
重
玄
学
』（
人
民
中
国
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
二
○
六
〜
二
一
六

頁
参
照
。

（
8
） 

鎌
田
茂
雄
『
中
国
仏
教
思
想
史
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
六
九
年
）
一
○
九
頁
参

照
。『
海
空
経
』
の
文
と
仏
典
と
の
具
体
的
な
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
海

空
智
蔵
経
』
に
つ
い
て
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
四
二
冊
、
二
○
○
三

年
）、
同
「『
海
空
智
蔵
経
』
続
考
│
巻
十
「
普
記
品
」
を
中
心
に
│
」（『
日
本
中
国

学
会
報
』
第
六
二
集
、
二
○
一
○
年
）
に
述
べ
た
。

（
9
） 『
温
室
経
』
の
訳
者
に
つ
い
て
は
、『
出
三
蔵
記
集
』
巻
二
「
新
集
撰
出
経
律
論
録
第

一
」
に
は
「
温
室
経
一
巻
（
旧
録
云
、
温
室
洗
浴
衆
僧
経
）
…
…
晋
武
帝
時
、
沙
門

竺
法
護
到
西
域
、
得
胡
本
還
。
自
太
始
中
至
懐
帝
永
嘉
二
年
以
前
所
訳
出
」（
大
正

蔵
五
五
、
八
ａ
・
九
ｂ
）
と
あ
り
、
後
漢
の
安
世
高
で
は
な
く
、
西
晋
の
竺
法
護
と

し
て
い
る
。『
温
室
経
』
の
訳
者
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
陳
祚
龍
論

文
二
○
一
〜
二
○
六
頁
に
詳
し
い
。

（
10
） 
陳
祚
龍
論
文
二
○
六
〜
二
一
三
頁
。

（
11
） 『
高
僧
伝
』
巻
五
「
釈
道
安
伝
」「
後
至
秦
建
元
二
十
一
年
正
月
二
十
七
日
、
忽
有
異

僧
、
形
甚
庸
陋
、
来
寺
寄
宿
。
…
…
安
曰
、
自
惟
罪
深
、
詎
可
度
脱
。
彼
答
云
、
甚

可
度
耳
。
然
須
更
浴
聖
僧
、
情
願
必
果
。
具
示
浴
法
。
…
…
安
後
営
浴
具
。
見
有
非
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常
小
児
伴
侶
数
十
、
来
入
寺
戯
、
須
臾
就
浴
。
果
是
聖
応
也
」（
大
正
蔵
五
○
、
三

五
三
ｂ
〜
ｃ
）。

（
12
） 
大
正
蔵
『
諸
経
要
集
』
の
校
勘
記
に
よ
れ
ば
、
注
の
最
後
の
「
唯
出
」
の
二
字
は
、

三
本
・
宮
本
で
は
「
准
」
の
一
字
に
作
る
と
あ
る
。
そ
れ
に
従
え
ば
、
注
は
「
今
、

臘
月
八
日
に
僧
を
洗
浴
す
る
の
は
、
こ
の
経
に
準
拠
し
て
い
る
」
と
い
う
意
味
に
な

る
。

（
13
） 「
為
」
の
字
、『
諸
経
要
集
』
は
「
除
」
に
作
る
が
、
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
14
） 

敦
煌
写
本
「
温
室
経
講
唱
押
座
文
」
に
つ
い
て
は
、
傅
芸
子
「
敦
煌
本
温
室
経
講
唱

押
座
文
跋
」（『
支
那
仏
教
史
学
』
第
七
巻
第
一
号
、
一
九
四
三
年
）、
金
岡
照
光

「
押
座
文
」（
講
座
敦
煌
9
『
敦
煌
の
文
学
文
献
』、
大
東
出
版
社
、
一
九
九
○
年
、

所
収
）
参
照
。
ま
た
、
敦
煌
写
本
「
俗
講
儀
式
（
擬
）」
に
つ
い
て
は
、
向
達
「
唐

代
俗
講
考
」（
同
氏
『
唐
代
長
安
与
西
域
文
明
』
所
収
、
一
九
五
七
年
）、
福
井
文
雅

「
俗
講
の
意
味
に
つ
い
て
」（『
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
』
第
五
三
号
、一
九
六
八
年
）
参
照
。

（
15
） 

こ
の
録
文
は
、
陳
祚
龍
氏
と
程
存
潔
氏
の
両
論
文
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、『
中

華
道
蔵
』
第
六
冊
０
１
３
号
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
16
） 「
倒
想
」
を
北
京
図
書
館
本
は
「
顛
倒
妄
想
」
に
作
る
。

（
17
） 「
歴
」
を
ペ
リ
オ
二
四
○
二
は
「
塵
」
に
作
る
。

（
18
） 「
倒
」
を
ペ
リ
オ
二
四
○
二
は
「
顛
倒
」
に
作
る
。

（
19
） 

ペ
リ
オ
二
四
○
二
は
、
こ
の
あ
と
に
「
為
諸
衆
生
」
の
四
字
が
あ
る
。

（
20
） 「
向
」
を
ペ
リ
オ
二
四
○
二
は
「
心
」
に
作
る
。

（
21
） 「
光
」
を
ペ
リ
オ
二
四
○
二
は
「
光
明
」
に
作
る
。

（
22
） 「
明
」
を
ペ
リ
オ
二
四
○
二
は
「
別
」
に
作
る
。

（
23
） 「
重
」
を
ペ
リ
オ
二
四
○
二
・
北
京
図
書
館
本
は
「
薫
」
に
作
る
。

（
24
） 

ペ
リ
オ
二
四
○
二
は
「
有
」
の
字
が
な
い
。

（
25
） 「
俗
」
は
「
浴
」
の
誤
り
か
？

（
26
） 「
王
」
を
ペ
リ
オ
二
四
○
二
は
「
玉
」
に
作
る
。

（
27
） 

元
始
天
尊
と
天
真
皇
人
の
本
生
譚
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
六
朝
霊
宝
経
に
見
え
る
本

生
譚
」（
麥
谷
邦
夫
編
『
中
国
中
世
社
会
と
宗
教
』、道
気
社
、
二
○
○
二
年
）
参
照
。

（
28
） 

砂
山
稔
『
隋
唐
道
教
思
想
史
研
究
』（
平
河
出
版
社
、
一
九
九
○
年
）
二
五
三
〜
二

五
五
頁
、
麥
谷
邦
夫
「
唐
・
玄
宗
『
道
徳
真
経
』
注
疏
に
お
け
る
「
妙
本
」
に
つ
い

て
」（
秋
月
観
暎
編
『
道
教
と
宗
教
文
化
』、
平
河
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
参
照
。

（
29
） 『
太
上
洞
玄
霊
宝
智
慧
定
志
通
微
経
』
の
梗
概
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
六
朝
霊

宝
経
に
見
え
る
本
生
譚
」
に
述
べ
た
。

（
30
） 『
洗
浴
経
』
の
「
道
性
」
を
『
本
際
経
』
の
道
性
思
想
と
関
連
づ
け
て
捉
え
る
こ
と

は
、
前
掲
程
存
潔
論
文
二
九
八
〜
二
九
九
頁
に
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、『
本
際
経
』

の
道
性
思
想
に
つ
い
て
は
、
山
田
俊
『
唐
初
道
教
思
想
史
研
究
』（
平
楽
寺
書
店
、

一
九
九
九
年
）
三
五
一
〜
三
六
二
頁
に
詳
し
い
考
察
が
あ
る
。

（
31
） Livia K

ohn “M
onastic Life in M

edieval D
aoism

: A
 C
ross-C

ultural 
Perspective ” (U

niversity of H
aw
ai ’i Press, 2003 ) pp. 114 ‒119

参
照
。

（
32
） 

若
干
の
文
字
の
異
同
は
あ
る
が
、
敦
煌
写
本
ペ
リ
オ
二
四
四
○
「
霊
宝
真
一
五
称

経
」
に
も
同
じ
文
が
見
え
る
。
大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』
二
六
頁
、
同

『
敦
煌
道
経 

図
録
編
』
二
二
頁
。
ま
た
、
こ
の
文
は
、『
雲
笈
七
籤
』
巻
四
十
一

「
七
籤
雑
法
」
の
「
沐
浴
吉
日
」
の
項
目
に
も
、「
洞
玄
真
一
五
称
上
経
に
云
う
」
と

し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
33
） 『
太
上
無
極
大
道
自
然
真
一
五
称
符
上
経
』
と
敦
煌
写
本
ペ
リ
オ
二
四
四
○
「
霊
宝

真
一
五
称
経
」、
お
よ
び
『
无
上
秘
要
』
巻
六
六
「
沐
浴
品
」
で
は
、「
会
」
の
字
を

「
香
」
に
作
る
が
、『
雲
笈
七
籤
』
巻
四
十
一
に
従
っ
て
改
め
た
。

（
34
） 「
天
尊
言
、
常
以
正
月
十
五
日
、
七
月
十
五
日
、
十
月
十
五
日
、
平
旦
・
正
中
・
夜

半
三
時
、
沐
浴
身
形
、
五
香
自
洗
。
臨
沐
浴
時
、
向
西
南
、
以
金
杓
回
香
湯
、
東
南

左
転
三
十
二
過
、
閉
眼
、
思
日
光
在
左
目
上
、
月
光
在
右
目
上
…
…
」（『
无
上
秘

要
』
巻
五
二
、
1
ｂ
）。
こ
れ
と
同
文
は
、『
无
上
秘
要
』
巻
六
六
「
沐
浴
品
」
に

も
、「
洞
玄
三
元
品
誡
経
に
出
づ
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
35
） 『
洞
玄
霊
宝
斎
説
光
燭
戒
罰
燈
祝
願
儀
』
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ヴ
ァ
レ
レ

ン
「
儀
礼
の
あ
か
り
│
陸
修
静
の
斎
に
お
け
る
影
響
│
」（
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所
編
『
中
国
宗
教
文
献
研
究
』、
臨
川
書
店
、
二
○
○
七
年
）
に
詳
し
く
論
じ
ら

れ
て
い
る
。

（
36
） 

拙
著
『
六
朝
道
教
思
想
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
九
九
年
）
五
○
四
〜
五
○
六
頁

参
照
。
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名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
哲
学
）

（
37
） 

小
南
一
郎
「
道
教
信
仰
と
死
者
の
救
済
」（『
東
洋
学
術
研
究
』
第
二
七
巻
別
冊
、
一

九
八
八
年
）
八
七
〜
九
○
頁
参
照
。

（
38
） Franciscus V

erellen “T
he H

evenly M
aster Liturgical A

genda: 
A
ccording to Chisong zi ’s Petition A

lm
anac ” ( “Cahiers d ’Extrêm

e-A
sie ” 

14, 2004 ) pp. 335 ‒336

参
照
。

（
39
） 

王
卡
氏
は
、『
中
華
道
蔵
』
第
六
冊
に
収
め
る
『
太
上
霊
宝
洗
浴
身
心
経
（
敦
煌

本
）』（
王
卡
点
校
）
の
冒
頭
の
解
題
で
は
、
こ
れ
を
李
栄
の
作
と
す
る
が
、
同
氏

「
中
国
国
家
図
書
館
蔵
敦
煌
道
教
遺
書
研
究
報
告
」（『
敦
煌
吐
魯
番
研
究
』
第
七

巻
、
二
○
○
四
年
）
三
五
五
頁
で
は
、「
按
《
正
統
道
蔵
》
洞
真
部
本
文
類
、
収
入

《
太
上
玄
都
妙
本
清
浄
身
心
経
》
一
巻
。
内
容
与
敦
煌
本
《
洗
浴
経
》
大
致
相
同
、

但
文
字
稍
顕
古
撲
繁
富
。
敦
煌
本
《
洗
浴
経
》
是
否
李
栄
所
造
、
尚
待
研
究
」
と
し

て
い
る
（
同
氏
『
敦
煌
道
教
文
献
研
究
│
綜
述
・
目
録
・
索
引
│
』、
中
国
社
会
科

学
出
版
社
、
二
○
○
四
年
、
一
三
三
頁
も
同
じ
）。

（
40
） 

前
掲
程
存
潔
論
文
三
○
五
頁
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
平
成
24
年
12
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会
第
11
回

年
次
大
会
（
駒
沢
大
学
）
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
原
稿
に
加
筆
修
正
を
行
っ
た
も

の
で
あ
る
。
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Abstract

The Buddhist Scripture “Wenshi jing (温室経)” and the Taoist scripture “Xiyu jing (洗浴経)”

KAMITSUKA Yoshiko

 At the beginning of the Tang Dynasty (the mid-7th century), the disputes between Taoism and 
Buddhism has been actively carried out. At that time, as against Buddhist scripture “Wenshi jing (温
室経)”, Taoist scripture “Xiyu jing (洗浴経)” was created by Taoist Li Rong (李栄).
 In Chapter 1, I examine the contents of “Wenshi jing” and the custom of xiseng (洗僧) in the 
Tang Dynasty which was based on the teachings of the scripture. In Chapter 2 and Chapter 3, the 
contents of Dunhuang manuscript “Taishang lingbao xiyu shenxin jing (太上霊宝洗浴身心経)”, which 
is estimated “Xiyu jing (洗浴経)”, are examined and I make it clear that they stand on the Taoist 
thought of the Six Dynasties and Sui Dynasty. In Chapter 4, I consider Taoist scripture “Taishang 
xuandu miaoben qingjing shenxin jing (太上玄都妙本清静身心経)”, which includes similar contents as 
“Taishang lingbao xiyu shenxin jing (太上霊宝洗浴身心経)”.

Keywords:   “Foshuo wenshi xiyu zhongseng jing”, Dunhuang manuscript “Taishang lingbao xiyu 
shenxin jing”, Li Rong, Taoism in the Tang Dynasty
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